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毎年5月5日は別所公春まつりが開催
され、別所長治公を偲び歴史を感じる
一日です（写真は歌碑祭の様子）。
長治公の辞世の句を刻んだ碑は、三木
城本丸跡に設置されています。

・ 大河ドラマ「豊臣兄弟！」放送にあわせて
  別所一族と豊臣秀吉・秀長
  いま振り返る「三木合戦」の歴史
・ 熱中症のサイン 見逃さないで！
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天
正
5（
1
5
7
7
）年
、織
田
信
長
は
、

豊
臣
秀
吉
に
中
国
攻
め
へ
の
足
掛
か
り
と

し
て
播
磨
攻
め
を
命
じ
ま
し
た
。
播
磨
平

定
を
め
ざ
す
中
で
最
大
の
障
壁
で
あ
っ
た

三
木
城
の
攻
略
を
任
さ
れ
た
の
が
秀
吉
と

秀
長
の
兄
弟
で
し
た
。

内
に
攻
め
込
ま
れ
、後
が
な
く
な
っ
た
長

治
は
決
断
を
下
し
ま
す
。
そ
れ
は
、自
ら

の
命
と
引
き
換
え
に
、城
兵
の
助
命
を
願

う
も
の
で
し
た
。
長
治
は
一
族
と
と
も
に

自
害
し
て
開
城
し
ま
し
た
。

別
所
長
治
公
の
命
日
に
あ
た
る
1
月
17

日
に
は「
別
所
公
祥
月
命
日
法
要
」が
雲
龍

寺
で
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
土
壁
に
塗
り
込

ま
れ
た
わ
ら
ま
で
を
食
べ
て
飢
え
を
し
の

い
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
当
時
の
惨
状
を

偲
び
、法
要
後
に
は
、わ
ら
に
見
立
て
た

う
ど
ん
を
食
べ
る「
う
ど
ん
会
」が
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、長
治
公
を
偲
び
、

後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
に
、毎
年
5
月
5

日
に
は
、三
木
城
跡（
上
の
丸
公
園
）で「
別

所
公
春
ま
つ
り
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

別
所
長
治
の
決
断

秀
吉
・
秀
長
、三
木
へ

逃
げ
場
な
し
…

敵
に
囲
ま
れ
た
三
木
城

現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ「
豊
臣
兄

弟
！
」。
そ
の
舞
台
の
一
つ
で
あ
る
三
木

で
は
、か
つ
て
三
木
城
主
別
所
長
治
と
豊

臣
秀
吉・秀
長
兄
弟
が
対
決
し
た「
三
木
合

戦
」が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、三
木
合
戦
の
歴
史
を
振
り
返

り
ま
す
。

　長治が秀吉から離れた理由は、従来、
将軍 足利義昭を擁する毛利氏との関係
や秀吉への不信感など、さまざまな事情
が重なったためと考えられていました。

通説を揺るがす新史料!

　しかし、近年新たに発見された「羽柴
家文書写」によると、秀吉が別所家中の8
つの城の破却をめぐり対立したことが大
きな要因だとみられるなど、新たな見方
が生まれています。

大
河
ド
ラ
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豊
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兄
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送
に
あ
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せ
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大
河
ド
ラ
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豊
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兄
弟
！
」放
送
に
あ
わ
せ
て

大
河
ド
ラ
マ「
豊
臣
兄
弟
！
」放
送
に
あ
わ
せ
て

別
所
一
族
と
豊
臣
秀
吉・秀
長

い
ま
振
り
返
る「
三
木
合
戦
」の
歴
史

城
を
築
き
ま
し
た
。
武
力
だ
け
で
攻
め
落

と
す
の
で
は
な
く
、城
を
囲
み
、外
か
ら

入
る
食
料
を
断
つ
こ
と
で
、戦
わ
ず
し
て

相
手
を
追
い
詰
め
る「
兵
糧
攻
め
」が
行
わ

れ
た
の
で
す
。
付
城
は
三
木
城
を
囲
む
よ

う
に
し
て
東
西
約
6
㎞
、南
北
約
5
㎞
の

範
囲
に
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、三
木

市
が
遺
跡
と
し
て
明
確
に
把
握
し
て
い
る

も
の
は
24
城
あ
り
ま
す
。

▲別所長治画像（法界寺所蔵）
　23歳という若さで城を明け渡す
　決断を下した、若き武将。

天
正
6（
1
5
7
8
）年
10
月
、別
所
方

は
三
木
城
か
ら
秀
吉
の
本
陣
で
あ
る
平
井

山
を
攻
め
ま
し
た
。
し
か
し
、平
井
山
の

手
前
で
待
ち
構
え
て
い
た
秀
長
の
軍
勢
に

よ
り
、長
治
の
弟
治は
る
さ
だ定
が
討
ち
死
に
す
る

な
ど
、別
所
方
の
敗
北
と
な
り
ま
し
た
。

▲秀吉制札
　(市指定文化財）
<三木市有宝蔵文書＞

『羽柴家文書写』（東京大学史料編纂所所蔵）

▲ 別所長治が愛
　用したと伝わる
　金天目茶碗
　（雲龍寺所蔵）

秀
吉
方
は
三
木
城
攻
略
の
た
め
に
平
井

山
に
本
陣
を
置
き
、周
囲
に
数
多
く
の
付

▲平井山ノ上付城跡（秀吉本陣跡）
　美囊川と志染川の間の山上に位置し、主郭（本丸）
　から南西に三木城跡を望むことができる。
　秀吉が堺の茶人 津田宗

そうぎゅう
及を招き、初めて茶会を

　開いた場所。
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【出典】金松誠『秀吉の播磨攻めと城郭』,戎光祥出版,2021年,8ページ（一部加筆）

三
木
城
跡
に
は
、長
治
が
最
期
に
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
辞
世
の
歌
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
遺
志
は
、秀
吉
に
感
銘
を
与
え
、城
兵
は
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、秀
吉
は
、土
地
の

税
金
免
除
な
ど
を
認
め
る
制
札
を
出
し
、三
木
市
発
展
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

三木城内に陣取った秀吉と秀長

主郭
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図3　三木城跡　縄張復元図（最終段階）（金松誠作図）
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秀長が長治に対する
降伏勧告の際にいた
と考えられる場所

上下水道部庁舎

三木山総合公園

最期に長治が
いた場所

　長治が決断を下す頃には、秀吉・秀長らが三木城内
に攻め入っていました。後戻りのできない、切迫し
た状況でした。
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鷹尾口

「
今
は
た
だ
う
ら
み
も
あ
ら
じ
諸
人
の

     

い
の
ち
に
か
は
る
我
身
と
お
も
へ
ば
」

▲ 長治公辞世の歌碑

問
·

（市）
観
光
振
興
課

秀
吉
方
の
包
囲
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、

三
木
城
内
に
蓄
え
た
食
料
は
尽
き
、や
が

て
家
畜
に
与
え
る
餌
ま
で
も
食
べ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
餓
死
者
が
出
る
ほ
ど

の
過
酷
な
戦
い
は
、1
年
10
カ
月
続
き「
三

木
の
干
し
殺
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も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

天
正
8（
1
5
8
0
）年
1
月
、三
木
城

鷹尾山城

三木市役所

·
（市）
文
化・ス
ポ
ー
ツ
課　
　
み
き
歴
史
資
料
館

☎
8
2
‐
5
0
6
0

秀吉が長治に対する
降伏勧告の際にいた
と考えられる場所

3 三木市役所・〒673－0492 上の丸町10-30・☎82－2000　吉川支所・〒673－1192 吉川町大沢412・☎72－0180　【開庁時間】平日午前8時30分～午後5時 2広報みき 2026.5
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特集
S P E C I A L
F E A T U R E 1

豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
名
軍
師
と
し
て
知

ら
れ
、卓
越
し
た
知
略
で
数
々
の
戦
い
を

支
え
ま
し
た
。
三
木
合
戦
の
さ
な
か
で
病

に
倒
れ
、三
木
で
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

平
井
山
ノ
上
付
城
跡
の
西
側
の
山
麓
に

白
い
練
り
塀
に
囲
ま
れ
た
墓
が
あ
り
、現

在
も
地
域

の
人
々
に

よ
っ
て
大

切
に
守
ら

れ
て
い
ま

す
。

宮部継
けいじゅん

潤（ドンペイ）

豊臣秀吉（池松壮亮）

戦国時代のど真ん中！強い絆で天下統一という偉業
を成し遂げた豊臣兄弟の奇跡。
主人公は仲野太賀が演じる、天下人豊臣秀吉の弟 豊
臣秀長。
「秀長が長生きしていれば豊臣家の天下は安泰だっ
た」とまでいわしめた天下一の補佐役・秀長の目線で
戦国時代がダイナミックに描かれています。

史実に基づく三木合戦との関わり

▲法界寺にある別所家霊
れいびょう
廟

　 長治および弟 友
ともゆき
之夫婦、治

はるさだ
定の五輪塔が

祀られている

三
木
合
戦
に
関
わ
り
の
あ
る
武
将
が
ど

ん
な
人
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
か
ら
は
、

史
実
に
基
づ
き
、三
木
合
戦
に
ゆ
か
り
の

あ
る
武
将
を
紹
介
し
ま
す
。

豊
臣
秀
吉・秀
長

豊
臣
秀
吉
は
、農
民
の
出
自
か
ら
天
下

統
一
を
成
し
遂
げ
た
武
将
で
す
。
三
木
合

戦
で
は
、「
平
井
山
ノ
上
付
城
」に
本
陣
を

置
き
、総
大
将
と
し
て
戦
い
ま
し
た
。
弟

の
秀
長
も
三
木
合
戦
に
参
加
し
、天
正
8

（
1
5
8
0
）年
1
月
の
三
木
城
総
攻
撃
の

際
に
は
、三
木
城
内
の「
新
城
」（
現
在
の

三
木
市
役
所
北
側
の
住
宅
地
付
近
）に
陣

を
構
え
、三
木
城
を
開
城
さ
せ
ま
し
た
。

竹
中
半
兵
衛

宮
部
継け

い
じ
ゅ
ん潤

三
木
合
戦
の
際
に
は
、法
界
寺
の
裏
山

に
あ
る
這
田
村
法
界
寺
山
ノ
上
付
城
の
城

主
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
三

木
合
戦
後
も
秀
長
と
と
も
に
重
臣
と
し
て

秀
吉
を
支
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
野
長
康

軍
師
竹
中
半
兵
衛
と
と
も
に
秀
吉
に

仕
え
た
武
将
で
、三
木
合
戦
に
も
従
軍
し

ま
し
た
。
天
正
11（
1
5
8
3
）年
の
賤
ケ

岳
の
戦
い
の
功
に
よ
り
、三
木
城
主
と
な

り
ま
し
た
。

▲ 秀吉から拝領したと伝わる桐
きりからくさこうしもんようかたみがわりこそで
唐草格子文様片身替小袖と

桐
きりもんからまつちらしまきえばこ
紋唐松散らし蒔絵箱（県指定文化財）

   ＜本長寺所蔵＞

きりからくさこうしもんようかたみがわりこそできりからくさこうしもんようかたみがわりこそで

淡
河
弾だ

ん
じ
ょ
う正

淡
河
城（
現
在
の
神
戸
市
北
区
）の
城
主
。

秀
長
軍
が
攻
め
て
き
た
時
に
、雌
馬
を

放
っ
て
、秀
長
軍
の
雄
馬
を
混
乱
さ
せ
る

と
い
う
奇
策
で
秀
長
を
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
ま
で
攻
め
込
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
田・大
村
の
合
戦
で
も
奮
戦
し
ま
す

が
、撤
退
の
途
中
に

八
幡
の
森
で
自
ら
命

を
絶
ち
ま
し
た
。
八

幡
の
森
史
跡
公
園

（
三
木
市
加
佐
）に

は
、墓
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

HHIDENAGAIDENAGA FFESES
　市では、大河ドラマ「豊臣兄弟！」の放送を契機として年間イベントを開催します。
この「HIDENAGAフェス」という名前は、三木合戦で戦った別所長治の“長（なが）”と豊臣
秀吉の“秀（ひで）”そして豊臣秀長の3人の武将の名前に由来しています。
　三木合戦ゆかりの地を巡るクイズラリーやまち歩き、ガイド付きの謎解きゲームなどイ
ベントを開催します。イベントの詳細は31ページをご覧ください。

◀ホームページ

　市では、大河ドラマ「豊臣兄弟！」の放送を契機として年間イベントを開催します。　市では、大河ドラマ「豊臣兄弟！」の放送を契機として年間イベントを開催します。

　法界寺では毎年4月17日に、「三木合戦
軍図」を用いて、三木合戦の様子を解説す
る「三木合戦軍図絵解き」が行われています。

秀
長
に
一
矢
報
い
た
と
さ
れ
る

別
所
方
の
見
逃
せ
な
い
武
将

三
木
合
戦
ゆ
か
り
の
地

竹
中
半
兵
衛
重
治

最
期
の
地

軍
師

600×1800mmのぼり

ＮＨＫ総合　毎週日曜　午後8時ほか　
ＮＨＫ ONEで同時・見逃し配信中

大河ドラマ「豊臣兄弟！」（NHK)

豊臣秀長（仲野太賀）

竹中半兵衛（菅田将暉）前野長康（渋谷謙人）

NHK総合テレビで現在放送中の大河ドラマ「豊臣兄弟！」に登場する
三木合戦ゆかりの人物たちの劇中写真を紹介！　　　　　　　　　　　　　　　写真提供：NHK　
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市内の熱中症による
年代別救急出動件数の割合

熱中症は予防が大切!

▲熱中症予防
　情報サイト
　三木版▲ホームページ

59.3％
65歳以上30.1％

18歳～65歳未満

9.7％
7歳～18歳未満

0.9％
0歳～7歳未満

エアコンは昼も夜も
ためらわず使う
（無理な節電はしない）

6つの予防ポイント!　

熱
中
症
に
よ
る
救
急
出
動
、

三
木
市
で
は
高
齢
者
が
最
多

三
木
市
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
救
急

出
動
件
数
は
、65
歳
以
上
が
全
体
の
約
6

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
に

対
す
る
感
覚
が
弱
く
な
る
た
め
、室
内
で

も
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、熱
中
症
の
発
生
場
所
は
住
宅
が
一

番
多
く
、全
体
の
4
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

（令和7年度）

熱
中
症
は
重
症
化
す
る
と
命
に
関
わ
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
の
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
ず
、適
切
な
応
急
処
置
で
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
こ
か
ら

は
、正
し
い
対
処
方
法
と
熱
中
症
を
防
ぐ

ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

こまめに水分・塩分を
とる。寝る前にもコッ
プ1杯（ 約200 ㏄）の
水分をとりましょう

日傘や帽子で直射日
光を防ぐ

吸湿性・速乾性のある
通気性の良い衣服を
着用する

高齢者に声かけを
する

ネッククーラー・ハン
ディファン・冷却タオ
ルなど冷却グッズを
上手に活用する

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト・

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
出
た

ら
無
理
な
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う

危
険
な
暑
さ
を
呼
び
か
け
る「
熱
中
症

警
戒
ア
ラ
ー
ト
・
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

は
、環
境
省
の
情
報
サ
イ
ト
や「
み
っ
き
ぃ

☆
健
康
ア
プ
リ
」で
も
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト（
涼
み
ど
こ
ろ
）・

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
活
用

し
ま
し
ょ
う

  

市
内
の
公
共
施
設
や
民
間
の
協
力
企
業

に
開
設
し
て
い
ま
す
。
一
時
的
に
暑
さ
を

し
の
ぎ
、涼
し
く
過
ご
せ
る
場
と
し
て
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

どうしても外に出る時は

三木市指定施設クールスポット
三 木 市 ホームページ

暑い時はひと休み

熱中症予防 に

ちょっと涼んでいきませんか？

どなたでも利用できます

軽症
・めまい　・大量に汗が出る
・手足のしびれ

対処

・頭痛　・吐き気
・体がだるい（倦怠感）

・体が熱い　・けいれん
・意識障害

・水分と塩分の補給
・涼しい場所への移動

・水分と塩分の補給
・首筋、脇の下、足の付け根
  など体を冷やす

・無理に水を飲まさない
・首筋、脇の下、足の付け根
  など体を冷やす

救急車（119）を要請

熱中症のサイン

・首筋、脇の下、足の付け根

水分とってる?
エアコンつけてる?

上手に活用する
（離れて暮らしている家族には
電話で呼びかけましょう）

熱中症の症状と対処方法！

医療機関への受診

病院？救急車？迷ったときは

救急車が必要かどうか、受診できる医療機関などについて相談できます。
つながらない場合は、直通ダイヤル ☎078‒331‒7119

24時間365日対応
相談は無料、通話料は利用者負担

聴覚や発話に困難のある人は、
電話リレーサービスが利用できます。

緊急を要すると思ったら、迷わず119番に
電話してください。

ˌ ����

ˌ ����

救急医療相談窓口

救急安心センターひょうご

聴覚や発話に困難のある人と電話で話す人との間
に手話や文字などで通訳するオペレーターが入り、
会話をつなぐサービスです。利用には、（一財）日本
財団電話リレーサービスへの登録が必要です。

問・(市) 健康増進課問・・(市) 健康増進課(市) 健康増進課
・(市) 消防署 救急救助課　☎89ー0173

熱中症のサイン 見逃さないで！

年々上昇している気温。熱中症は高温多湿な環境で体温調節がうまく機能せず、体内に熱が
こもることで発症します。暑さに負けないようにするためには、暑くなる前から体調に合わせ
た適度な運動で、汗をかく習慣を身につけることも大切です。
　今回の特集では、熱中症にならないための予防方法と発症した場合の対処方法を紹介します。

▲詳細はこちら

・症状が改善しなけ
  れば受診が必要

・ 水分補給ができな
い、症状が改善し
ない場合は受診が
必要

協力企業も募集中！

特集
S P E C I A L
F E A T U R E 2

重症
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大雨
低地の浸水や大河
川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地の崖崩れ
や土石流

河川氾濫
1級河川などの大
河川の氾濫

高潮
海水面の上昇や波
の打ち上げによる
浸水

災害発生 レベル5相当　特別警報　　命の危険 直ちに安全確保！

レベル4相当　危険警報　　危険な場所から全員避難

レベル3相当　警報　　　　　高齢者などは危険な場所から避難

レベル2相当　注意報　　 　避難行動を確認
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みっきぃナビみっきぃナビ

相　
　
談

健　
　
康

子
育
て

募
集・採
用

教
室・講
座

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催　
　
し

教
室・講
座

施　
　
設

気
象
庁
と
国
土
交
通
省
は
、現
在
の
警

報
や
注
意
報
な
ど
の
防
災
気
象
情
報
を
改

善
し
、５
月
29
日
㈮
に
新
し
い
防
災
気
象

情
報
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

▼
変
更
点

・こ
れ
ま
で
の
防
災
気
象
情
報
に
加
え

て「
危
険
警
報
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。

・情
報
名
称
そ
の
も
の
に
レ
ベ
ル
の
数

字
を
付
け
て
発
表
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

・三
木
市
を
対
象
に
発
令
さ
れ
る
の
は
大

雨
警
報
と
土
砂
災
害
警
報
の
み
で
す
。

・暴
風
警
報
、大
雪
警
報
な
ど
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●「
も
し
も
」の
時
の
防
災
情
報

市
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
三
木

市
防
災
気
象
情
報
」を
発
信
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
三
木
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
」

（
メ
ー
ル
版
、ア
プ
リ
版
）で
も
防
災
情

報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

問
 （市)
危
機
管
理
課

防
災
気
象
情
報
が
新
し
く
な
り
ま
す

防災

▲ホームページ　

市
街
地
に
お
け
る
適
正
な
土
地
利
用
を

図
る
た
め
、都
市
計
画
法
に
基
づ
き「
用

途
地
域
」を
定
め
て
い
ま
す
。

お
お
む
ね
5
年
に
一
度
の「
用
途
地
域
」

の
見
直
し
作
業
を
県
下
一
斉
に
実
施
し
ま

す
。
変
更
を
希
望
す
る
区
域
が
あ
る
場
合

は
、要
望
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限

5
月
29
日
㈮

▼
提
出
方
法

市
役
所
2
階
都
市
政
策
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
要
望
書
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、窓
口
に
持
参
ま
た

は
郵
送
、F
A
X
、メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問・提
出
 （市)
都
市
政
策
課
都
市
計
画
係

  

8
2ｰ

9
6
2
5

   
toshiseisaku@city.miki.lg.jp

用
途
地
域
の
見
直
し
を
行
い
ま
す

都市
計画

▲ホームページ　

物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、安
全

確
保
の
た
め
の
警
備
費
な
ど
が
増
大
し
、

実
行
委
員
会
で
の
運
営
が
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
本
年
も
安
全
・
安
心
に
開
催

す
る
た
め
、開
催
協
力
金
を
募
集
し
ま
す
。

▼
協
力
金

1
口
3
万
円（
先
着
50
口
）

1
口
に
つ
き
、会
場
駐
車
券
1
台
分
と

観
覧
ス
ペ
ー
ス（
約
2
ｍ
×
2
ｍ
、パ

イ
プ
椅
子
4
脚
付
）が
利
用
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限

6
月
30
日
㈫

▼
申
込
方
法

市
役
所
2
階
市
民
協
働
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、窓
口
に
持
参
ま
た

は
F
A
X
、メ
ー
ル
、電
子
申
請
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
金
方
法
な
ど
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問・申
込
 （市)
市
民
協
働
課（
み
っ
き
ぃ
夏
ま

つ
り
実
行
委
員
会
）

    

8
2ｰ

9
7
9
2

    
kyodo

@city.miki.lg.jp

み
っ
き
ぃ
夏
ま
つ
り
２
０
２
６

開
催
協
力
金
を
募
集
し
ま
す

募集

レベル4までに
危険な場所から避難

▲三木安全安心ネッ
　トの登録はこちら　

▲三木市防災気象
　情報はこちら　

レ
ベ
ル
4
大
雨

危
険
警
報
が

発
令
さ
れ
ま
し
た

▲ホームページ　

▲電子申請　

軽
自
動
車
の
納
税
通
知
書
を
5
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

▼
納
期
限
お
よ
び
振
替
日

6
月
1
日
㈪

●
車
検
時
の
納
税
証
明
書
の
提
示
が
原
則

不
要
に

「
軽
J
N
K
S（
軽
自
動
車
税
納
付
確

認
シ
ス
テ
ム
）」の
導
入
に
よ
り
、車
検

時
に
原
則
と
し
て
紙
の
納
税
証
明
書
の

提
示
が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、車

検
用
納
税
証
明
書
の
郵
送
を
廃
止
し
て

い
ま
す
。

●
納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
場
合

納
付
情
報
が「
軽
J
N
K
S
」に
反
映

さ
れ
る
ま
で
相
応
の
日
数
を
要
し
ま

す
。
納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
場

合
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
紙
の
納
税
証

明
書
が
必
要
で
す
。

【
納
付
書（
納
入
済
通
知
書
）を
利
用
の
方
】

  

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
納
付
し
、紙
の
納
税
証
明
書

（
領
収
証
書
）を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
を
利
用
の
方
】

  

6
月
1
日
㈪
、2
日
㈫
に
車
検
を
受

け
る
場
合
は
、記
帳
し
た
通
帳
を
持
っ

て
、市
役
所
ま
た
は
吉
川
支
所
の
窓

口
で
紙
の
納
税
証
明
書
を
発
行
し
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
停
止
す
る

場
合
は
、５
月
27
日
㈬
ま
で
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
(市)
税
務
課
市
民
税
係

軽
自
動
車
税
の
通
知
書
を
送
付

納税

▲ ホームページ

自
宅
か
ら
で
も
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
納
付
手
続
が
可

能
で
す
。

・ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

各
種
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
(県）
加
東
県
税
事
務
所

☎
0
7
9
5
‐
4
2
‐
9
3
3
1

自
動
車
税
の
納
期
限
は
6
月
1
日
㈪
で
す

納税

▲ ホームページ

子
育
て
が
楽
し
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、児
童
お
よ
び
そ
の
保
護

者
を
対
象
と
し
た
事
業
に
対
し
て
、活
動

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
団
体
）

·
三
木
市
を
拠
点
と
し
、継
続
し
た
子

育
て
支
援
活
動
を
実
施
す
る

·
2
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、市
内
在
住
の

方
が
半
数
以
上

·
子
育
て
支
援
に
係
る
分
野
で
、団
体

の
会
員
以
外
の
市
民
も
含
め
た
支
援

活
動
を
行
う

·
政
治
的
お
よ
び
宗
教
的
活
動
、営
利

活
動
を
目
的
と
し
な
い

な
ど

▼
助
成
額

１
事
業
に
つ
き
上
限
10
万
円

▼
受
付
開
始
日

5
月
７
日
㈭

▼
申
請
方
法

児
童
セ
ン
タ
ー
、各
市
立

公
民
館
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問・申
請

（市）
こ
ど
も
福
祉
課

　
　
　

子
育
て
応
援
係

子
育
て
支
援
事
業
の
活
動
を
支
援

補助金

▲ホームページ　

市
内
を
拠
点
に
こ
ど
も
食
堂
を
運
営
す

る
団
体
に
、運
営
に
係
る
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
団
体

·
市
内
に
お
い
て
こ
ど
も
食
堂
を
運
営

し
て
い
る
団
体

·
こ
ど
も
に
無
料
ま
た
は
低
額
で
こ
ど

も
の
発
達
に
十
分
な
栄
養
が
あ
る
食

事
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

な
ど

▼
対
象
経
費

食
材
費
、会
場
使
用
料
、

事
業
に
係
る
保
険
料
、消
耗
品
、印
刷

製
本
費
な
ど

▼
対
象
期
間

4
月
1
日
㈬
〜
令
和
9
年

３
月
31
日
㈬

▼
申
請
方
法

教
育
セ
ン
タ
ー
2
階
こ
ど

も
福
祉
課
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

問・申
請

（市）
こ
ど
も
福
祉
課

　
　
　

家
庭
支
援
係

こ
ど
も
食
堂
の
運
営
を
支
援

補助金

▲ホームページ

←
上記情報を目安として市から避難情報が発令されます。



市
内
で
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
の
賃
上
げ
に
必

要
な
設
備
投
資
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業
者

市
内
に
本
店
と
し
て
登
記
さ
れ
た

事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
者
ま
た
は
市
内
に
住
所

が
あ
る
個
人
事
業
者（
市
内
で
引
き
続
き
1
年
以

上
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
）

▼
対
象
設
備（
次
の
要
件
に
該
当
す
る
機
械
・
装
置
、

工
具
・
器
具
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
シ
ス

テ
ム
や
設
備
な
ど
の
ほ
か
、市
が
定
め
る
要
件
を

満
た
す
も
の
）

·
生
産
性
向
上
な
ど
に
よ
る
従
業
員
の
賃
金
の
引

上
げ
を
目
的
と
し
て
市
内
の
事
業
所
に
新
設
、

増
設
さ
れ
る
も
の（
中
古
品
ま
た
は
リ
ー
ス
契

約
に
基
づ
く
も
の
は
不
可
）

·
対
象
経
費
が
50
万
円
以
上（
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
補
助
対
象
設
備
の
場
合
は
10
万
円
以
上
）

▼
補
助
率（
限
度
額
）

·
対
象
経
費
の
２
分
の
１（
上
限
２
５
０
万
円
）

·
全
体
の
補
助
金
額
が
予
算
額
を
超
え
た
場
合
、按

分
し
て
交
付

▼
補
助
回
数

年
度
内
に
1
回
の
み

▼
申
請
期
間

5
月
11
日
㈪
〜
6
月
19
日
㈮

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問・申
請
(市)
商
工
振
興
課

　
　    

商
工
業
振
興
係

賃
上
げ
を
図
る
中
小
企
業

の
設
備
投
資
を
応
援

事業者支援

▲ ホームページ
　はこちら

事業者
支援

中
小
企
業
の
職
場
環
境
改
善
を
応
援

若
者
の
地
元
へ
の
就
職
促
進
お
よ
び
市

内
中
小
企
業
の
人
材
確
保
を
図
る
た
め
、

県
と
連
携
し
、若
手
従
業
員
へ
の
奨
学
金

返
済
を
支
援
す
る
市
内
事
業
所
を
補
助
し

ま
す
。

▼
対
象
事
業
者

市
内
に
本
店
と
し
て
登

記
さ
れ
た
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
者

ま
た
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
事
業

者
で
、１
年
以
上
事
業
を
営
み
、兵
庫

県
雇
用
開
発
協
会
に
よ
る
中
小
企
業
奨

学
金
返
済
支
援
制
度
事
業
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
い
る
こ
と

▼
対
象
従
業
員（
次
の
要
件
を
満
た
す
方
）

·
正
社
員
の
方

·
対
象
事
業
所
に
就
職
後
５
年
以
内
の
方

·
市
内
に
住
所
が
あ
る
40
歳
未
満
の
方

·
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
を
受

給
し
、返
済
の
遅
延
が
な
い
方

·
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

▼
補
助
金
額

·
対
象
従
業
員
１
人
あ
た
り
の
年
間
返

済
額
の
３
分
の
１（
上
限
6
万
円
）

·
1
事
業
所
に
つ
き
、上
限
30
万
円

▼
募
集
期
間

随
時

▼
補
助
期
間

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問・申
請
 （市)
商
工
振
興
課

　
　
　
商
工
業
振
興
係

奨
学
金
の
返
済
支
援
を
行
う
中
小
企
業
を
応
援

事業者
支援

事業者
支援市

内
中
小
企
業
者
が
抱
え
る
人
手
不
足

の
解
決
を
三
木
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
支
援
し
ま
す
。

併
せ
て
次
の
よ
う
な
補
助
金
も
活
用
で

き
ま
す
。ま
ず
は
三
木
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
事
業
者

市
内
に
本
店
と
し
て
登

記
さ
れ
た
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
者

ま
た
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
事
業

者（
市
内
で
引
き
続
き
1
年
以
上
事
業

を
営
ん
で
い
る
こ
と
）

▼
対
象
事
業

·
従
業
員
の
業
務
の
負
担
軽
減
や
健
康

対
策
、安
全
確
保
の
た
め
の
設
備
導

入
や
職
場
の
改
修
工
事

·
女
性
や
若
者
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
構
築
す
る
た
め
の
ト
イ
レ
の
改

修
や
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
、託
児
ス

ペ
ー
ス
な
ど
の
整
備

な
ど

▼
補
助
額

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1（
上
限

50
万
円
）

▼
補
助
回
数

年
度
内
に
1
回
の
み

▼
募
集
期
間

5
月
11
日
㈪
〜
随
時

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問・申
請
(市)
商
工
振
興
課

　
　
　
商
工
業
振
興
係

対象事業所の区分 期間の上限

市内事業所 60月

市内事業所で次のいずれか2つ以上を取得しているもの
（1）ＳＤＧs宣言企業
（2）フレッシュミモザ企業
（3）ワークライフバランス宣言企業

120月

市内事業所で次のいずれか2つ以上を取得しているもの
（1）ＳＤＧs認証企業
（2）ミモザ企業
（3）ワークライフバランス認定企業、表彰企業

204月

中
小
企
業
へ
の
融
資
制
度

市
内
の
中
小
企
業
者
に
低
金
利
に
よ
る

事
業
資
金
の
貸
付
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

▼
対
象

·
個
人
事
業
主
：
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

·
法
人
：
市
内
に
本
店
を
置
き
、市
内

で
事
業
を
営
む
法
人

▼
資
金
使
途
と
貸
付
限
度
額

一
般
資
金
ま
た
は
小
規
模
事
業
者
支
援

資
金
2
，
0
0
0
万
円
以
内

▼
利
率

一
般
資
金
：
1・5
%

　
　
　
　

小
規
模
事
業
者
支
援
資
金
：

1・3
%

▼
信
用
保
証
料
補
給
率

50
%

▼
取
扱
金
融
機
関

市
内
の
銀
行
、信
用

金
庫
、信
用
組
合
、Ｊ
Ａ
の
各
支
店
な
ど

▼
申
請
方
法

取
扱
金
融
機
関
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
融
資
制
度
は
信
用
保
証
協
会
の
保

証
付
と
な
り
、別
途
信
用
保
証
料
が
必
要

で
す
。
取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
信
用
保
証

協
会
の
審
査
に
よ
り
、融
資
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
条
件
は
、令
和
８
年
４
月

１
日
〜
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
実
行

さ
れ
た
融
資
に
適
用
し
ま
す
。

問
 (市)
商
工
振
興
課

商
工
業
振
興
係

お知らせ

事
業
所・企
業
の
皆
さ
ま
へ

経
済
セ
ン
サ
ス
‒活
動
調
査
に
協
力
を

経
済
セ
ン
サ
ス
‒活
動
調
査
は
、全
国

す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対
象
と

し
て
行
う
統
計
調
査
で
す
。

調
査
結
果
は
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
行
政
施
策
の
立
案
や
、民
間
企

業
に
お
け
る
経
営
計
画
の
策
定
な
ど
、社

会
経
済
の
発
展
を
支
え
る
基
礎
資
料
と
し

て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

▼
調
査
票
の
配
布

５
月
中
旬
以
降
に
調

査
員
が
各
事
業
所
な
ど
へ
訪
問
し
、調

査
票
を
配
付
し
ま
す（
調
査
方
法
は
企

業
の
規
模
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。

▼
回
答
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

郵
便
で
回
答
し
て
く
だ

さ
い
。

問
(市)
企
画
政
策
課
文
書・統
計
係

東
京
圏
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
学
生

が
、市
内
へ
の
移
住
を
と
も
な
う
県
内
就

職
の
た
め
に
県
内
企
業
の
採
用
活
動
に
参

加
す
る
交
通
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象
者

  

·
大
学
ま
た
は
大
学
院
の
卒
業
・
修
了
年

度
に
お
い
て
、東
京
圏
内
の
キ
ャ
ン
パ

ス
に
在
学
し
、当
該
大
学
な
ど
を
卒
業
・

修
了
、ま
た
は
卒
業・修
了
見
込
み
の
方

  

·
三
木
市
に
移
住
し
て
い
る
、ま
た
は

移
住
す
る
意
思
を
有
す
る
こ
と

▼
補
助
金
額
交
通
費
１
６
，０
０
０
円（
上
限
）

▼
補
助
回
数
一
人
一
回

▼
募
集
期
間

令
和
9
年
2
月
26
日
（金）
ま
で

問・申
請
 (市)
商
工
振
興
課

　
　
　
商
工
業
振
興
係

就職支援

市
内
へ
の
移
住
を
と
も
な
う
県
内
企
業
へ
の
就

職
を
応
援

▲ホームページ
　はこちら

▲ホームページ　
　はこちら

▲ホームページ　
　はこちら
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相
　
　
談

健
　
　
康

子
育
て

募
集・採
用

教
室・講
座

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催
　
　
し

教
室・講
座

施
　
　
設

11 10広報みき 2026.5三木市役所・〒673－0492 上の丸町10-30・☎82－2000　吉川支所・〒673－1192 吉川町大沢412・☎72－0180　【開庁時間】平日午前8時30分～午後5時

▲総務省統計局
　ホームページ

▲ホームページ　
　はこちら
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相　
　
談

健　
　
康

子
育
て

募
集・採
用

教
室・講
座

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催　
　
し

教
室・講
座

施　
　
設

創
業
に
必
要
な
経
営
、販
路
開
拓
、財
務
な
ど
の
基

礎
知
識
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、事
業
環
境
変
化
に
対

応
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
を
め
ざ
し
、中
小
企

業
診
断
士
に
よ
る
実
践
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

6
月
6
日
〜
7
月
11
日（
土
曜

全
6
回
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

   【
別
途
、個
別
相
談
を
開
催
予
定（
7
月
8
日
㈬
、

15
日
㈬
）】

▼
場
所

三
木
商
工
会
館

4
階
大
会
議
室

▼
対
象

創
業
希
望
の
方
、創
業
後
5
年
以
内
の
方
、

新
事
業・新
分
野
へ
の
進
出
を
め
ざ
す
方

▼
受
講
料

1
，
0
0
0
円

▼
定
員

先
着
20
名

▼
申
込
期
限

5
月
22
日
㈮

▼
申
込
方
法

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
し
、

F
A
X
、メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。　
　

問・申
込
三
木
商
工
会
議
所

　
　
　

☎
8
2ｰ

3
1
9
0

  

8
2ｰ

3
1
9
2

   
info

@
mikicci.or.jp

創業支援

市
内
で
創
業
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
へ

み
き
C
C
I
創
業
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
を
開
催

三
木
市
で
の
起
業
を
応
援

起業家
支援事

業
の
立
ち
上
げ
な
ど
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
補
助
し
、起
業
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

▼
対
象（
次
の
要
件
の
ほ
か
、市
が
定
め

る
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

・令
和
7
年
度
以
降
に
起
業
お
よ
び
令

和
8
年
度
末
ま
で
に
起
業
す
る
方

・当
補
助
金
の
実
績
報
告
の
日
に
お
い

て
、市
内
に
住
所
お
よ
び
主
た
る
事

業
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は
法
人

▼
補
助
額

補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1

（
上
限
50
万
円
）。
事
業
に
使
用
す
る
た

め
に
空
き
家
を
改
修
し
た
場
合
は
、当

該
費
用
の
2
分
の
1
に
相
当
す
る
額
を

補
助
金
額
に
加
算（
上
限
50
万
円
）

▼
募
集
期
限

7
月
10
日
㈮

▼
申
込
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

市
役
所
2
階
商
工
振
興
課
に
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、窓
口
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、申
請
書
類

の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、三
木
市
中
小

企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
指
導
お
よ

び
助
言
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
数

4
件
程
度

問・申
請
(市)
商
工
振
興
課

　
　
　

商
工
業
振
興
係

中
小
企
業
の
経
営
を
応
援

中小企
業支援三

木
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、経
験
豊
富
な
中
小
企
業
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
皆
さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す（
相
談
無
料
）。

▼
対
象

市
内
の
中
小
企
業
者
・
小
規
模

事
業
者
、創
業
・
開
業
希
望
者
、農
業
6

次
産
業
化
を
め
ざ
す
農
家
・
農
業
法
人

な
ど

▼
支
援
内
容

経
営
に
関
す
る
こ
と
、補

助
金
や
施
策
の
活
用
な
ど
、幅
広
く
手

厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
相
談
日
時

火
〜
土
曜（
祝
日・年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
正
午
、午

後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問・申
込
三
木
市
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

　
　

  

☎
7
0ｰ

8
0
0
8

▲ホームページ　
　はこちら

国民
年金

国
民
年
金
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全
額
免
除・

一
部
免
除
）、納
付
猶
予
、学
生
納
付
特
例

を
受
け
た
方
が
、そ
の
後
に
納
付
が
可
能

に
な
っ
た
時
な
ど
に
本
人
の
申
し
出
に
よ

り
、さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の
期
間
の
保
険
料

を
納
付（
追
納
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
追
納
の
利
点

・将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・そ
の
年
の
所
得
控
除（
社
会
保
険
料
控

除
）の
対
象
と
な
り
、所
得
税
・
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
注
意
点

・追
納
が
で
き
る
の
は
過
去
10
年
以
内
の

免
除
な
ど
の
期
間
に
限
り
ま
す
。

・一
部
免
除
の
承
認
期
間
の
追
納
は
、免

除
後
の
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

・免
除
な
ど
の
承
認
期
間
の
う
ち
、原
則

古
い
期
間
分
か
ら
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、承
認
期
間
の
翌
年
度
か
ら

起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
に
は
、当
時
の
保
険
料
額
に
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

問
・明
石
年
金
事
務
所

     

☎
0
7
8ｰ

9
1
2ｰ

4
9
8
3

・（市）
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係

公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
に
お

い
て
、花
植
え
や
緑
化
活
動
を
自
主
的
に
行

う
団
体
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象（
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
団
体
）

・
2
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、市
内
在
住

の
方
が
半
数
以
上

・年
間
12
回
以
上
活
動
す
る
団
体

▼
補
助
額

対
象
と
な
る
経
費
に
相
当
す

る
額（
上
限
5
万
円
／
年
）

▼
申
請
期
間

5
月
29
日
㈮
ま
で（
昨
年

度
よ
り
期
間
が
短
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
請
方
法

市
役
所
2
階
都
市
政
策

課
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
市
立

公
民
館
に
あ
る
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問・申
請
(市)
都
市
政
策
課
公
園
緑
地
係

花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
補
助
金
を
交
付

補助金

▲ ホームページ

多文化共生外
国
人
が
勤
務
す
る
市
内
事
業
所
を
対

象
に
、生
活
す
る
上
で
必
要
と
な
る
行
政

情
報
や
生
活
習
慣（
ご
み
出
し
ル
ー
ル
、

交
通
ル
ー
ル
）な
ど
を
伝
え
る「
生
活
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

月
〜
金
曜
午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
3
時

▼
対
象
事
業
所

市
内
に
所
在
す
る
事
業

所
で
受
講
者
が
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と

▼
そ
の
他

・受
講
者
が
５
名
以
上
の
場
合
は
、事
業

所
へ
の
出
前
講
座
を
行
い
ま
す
。

・転
入
手
続
き
の
日
程
に
合
わ
せ
て
市
役

所
内
で
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・使
用
言
語
は「
や
さ
し
い
日
本
語
」で
の

対
応
に
な
り
ま
す
。

・日
時
、場
所
、内
容
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問・申
込

（市）
市
民
協
働
課
多
文
化
共
生
係

事
業
者
向
け

外
国
人
の
た
め
の
生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 詳細はホームページ

をご覧ください▲

農
業
の
新
た
な
担
い
手
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、障
が
い
の
あ
る
方
の
働
く
場
を

確
保
す
る
た
め
、農
業
者
が
市
内
の
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
へ
農
作
業
を
委
託
す

る
場
合
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象

農
業
を
営
む
個
人
、団
体
、法

人
で
、市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
が

あ
る
方

▼
補
助
額

委
託
費
用
の
2
分
の
１

（
千
円
未
満
切
り
捨
て
。
上
限
5
万
円
）

▼
申
請
期
限

6
月
1
日
㈪

▼
申
請
方
法

市
役
所
2
階
農
業
振
興
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、窓
口
、郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問・申
請
(市)
農
業
振
興
課
山
田
錦
振
興
係

yamada-nishiki@city.miki.lg.jp

農
業
と
福
祉
の
課
題
解
決
を
め
ざ
す
農
業
者
を

支
援

補助金

▲ ホームページ
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飼
い
主
に
は
、ペ
ッ
ト
が
そ
の
命
を
終
え

る
ま
で
適
切
に
飼
育
す
る「
終
生
飼
育
」の

責
任
が
あ
り
ま
す
。
大
切
な
家
族
の
一
員

と
し
て
最
後
ま
で
一
緒
に
過
ご
す
た
め
に
、

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
を
飼
う
前
に
考
え
ま
し
ょ
う

引
っ
越
し
の
可
能
性
が
あ
る
方
や
高

齢
の
方
は
、万
一
の
場
合
に
預
け
先
や

譲
渡
先
を
あ
ら
か
じ
め
確
保
す
る
な

ど
、十
分
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
を
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
適

切
な
し
つ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
鳴
き

声
や
庭
に
ふ
ん
尿
を
放
置
し
な
い
な
ど

の
気
配
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼
散
歩
の
と
き
は
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

散
歩
は
必
ず
首
輪
と
リ
ー
ド
を
つ
け
、

他
人
の
住
居
駐
車
場
や
門
扉
に
ふ
ん
尿

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
、尿
は

水
で
流
し
た
り
ペ
ッ
ト
シ
ー
ツ
で
吸
い

取
る
な
ど
の
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
（市）
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係

▲ホームページ

ペット

犬
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
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相　
　
談

健　
　
康

子
育
て

募
集・採
用

教
室・講
座

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催　
　
し

教
室・講
座

施　
　
設

●
呑
吐
ダ
ム
の
放
流
演
習

出
水
期
に
備
え
、ダ
ム
の
管
理
演
習

を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、河
川
沿
い

に
あ
る
呑
吐
ダ
ム
放
流
警
報
局
舎
の
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す（
演
習
の
た
め

ダ
ム
か
ら
の
放
流
は
行
い
ま
せ
ん
）。

▼
日
時

5
月
13
日
㈬

午
前
10
時
〜

午
後
1
時
頃

▼
サ
イ
レ
ン
の
使
用
箇
所

呑
吐
ダ
ム

下
流
か
ら
別
所
町
正
法
寺
ま
で

●
呑
吐
ダ
ム
洪
水
吐
か
ら
の
放
流

大
雨
の
影
響
に
よ
り
、上
流
か
ら
貯

水
池
に
流
入
し
て
く
る
水
量
を
放
流
す

る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、放
流
警

報
局
舎
の
サ
イ
レ
ン
を
順
次
吹
鳴
し
、

警
報
車
に
よ
り
巡
回
し
ま
す（
ダ
ム
に

貯
留
し
て
い
る
水
を
放
流
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

●
呑
吐
ダ
ム
の
事
前
放
流

6
月
1
日
か
ら
10
月
31
日
の
間
に
大

雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
、ダ
ム
下
流
河

川
の
洪
水
被
害
の
防
止
・
軽
減
を
目
的

と
し
て
、事
前
放
流
を
実
施
し
ま
す
。

事
前
放
流
は
、ダ
ム
の
放
流
管
か
ら

放
流
す
る
も
の
で
、徐
々
に
河
川
水
位

が
上
昇（
50
㎝
程
度
）す
る
の
で
、注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、事
前
放
流

の
場
合
は
放
流
警
報
局
舎
の
サ
イ
レ
ン

は
鳴
ら
し
ま
せ
ん
。　
　

問
加
古
川
水
系
広
域
農
業
水
利
施
設

総
合
管
理
所

   

☎
8
7ｰ

3
3
2
1

お知
らせ

呑
吐
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲ホームページ

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
試
合
を
特
別
価
格

で
観
戦
で
き
ま
す
。

▼
日
時

5
月
30
日
㈯

　
　
　
　
午
後
3
時
キ
ッ
ク
オ
フ

▼
場
所

ノ
エ
ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸

▼
対
象

市
内
在
住
の
方

▼
定
員

抽
選
で
2
，
0
0
0
名（
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
席
種

ク
ラ
ブ
が
指
定
す
る
席

▼
チ
ケ
ッ
ト
価
格

・小
中
学
生

無
料

・大
人

2
，
5
0
0
円

▼
応
募
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

▼
応
募
期
限

5
月
20
日
㈬

▼
当
選
発
表

5
月
22
日
㈮
楽
天
チ
ケ
ッ

ト
内「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」に
て
発
表

問
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

お知
らせ

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
応
援
デ
ー

▲応募はこちら
▲問い合わせ
　フォーム

市
が
所
有
す
る
土
地
を
入
札
に
よ
り
売

却
し
ま
す
。

▼
販
売
物
件

宿
原
字
新
田
山
1
2
6
5ｰ

1

1
0
5
5
．
8
8
㎡

▼
申
込
期
限

5
月
29
日
㈮

▼
受
付
場
所

市
役
所

4
階
財
政
課

▼
申
込
方
法

(市)
財
政
課
に
問
い
合
わ
せ

の
う
え
、所
定
の
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問・申
込
(市)
財
政
課

　
　
　

財
産
管
理
係

市
所
有
物
件
を
売
却

売却

▲ホームページ

●
救
急
車
の
適
正
利
用
に
協
力
を

令
和
7
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は
４
，

５
４
9
件
で
、前
年
と
比
べ
て
５
件
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、軽
症
で
の
救
急
車
利
用
が
増
え
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
の
状
況
が
続
く
と
、救
急
車
と
い
う
貴

重
な
医
療
資
源
が
不
足
し
、１
分
１
秒
を

争
う
重
症
傷
病
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
、本

来
救
え
る
は
ず
の
尊
い
命
を
救
え
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
す
る
前
に
、救
急
車
が

本
当
に
必
要
か
、自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
を
利
用
し
、医
療
機
関
を
受
診
で
き

な
い
か
、今
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
は
、救
急

車
以
外
の
交
通
機
関
な
ど
の
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
迷
っ
た
と
き
は
ま
ず
相
談
を

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
♯
7
1
1
9
」

☎
♯
7
1
1
9

24
時
間
年
中
無
休
で
医
師
や
看
護
師
な

ど
に
、医
療
機
関
案
内
や
救
急
医
療
相

談
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
こ
ん
な
時
は
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報

急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
救
急
車
以
外
の

搬
送
の
手
段
が
な
い
場
合
や
、次
の
よ

う
な
緊
急
性
が
高
い
症
状
の
場
合
は
迷

わ
ず
1
1
9
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

·
突
然
の
激
し
い
頭
痛

·
胸
や
背
中
が
激
し
く
痛
む

·
ろ
れ
つ
が
ま
わ
り
に
く
い

·
突
然
、片
方
の
腕
や
足
に
力
が
入
ら

な
い

な
ど

●
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ「
Q
助
」

症
状
に
よ
っ
て
緊
急
度
の
判
定
を
支

援
し
、利
用
で
き
る
医
療
機
関
や
受
診

手
段
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

問
（市）
消
防
署
救
急
救
助
課

☎
８
９
‐
0
1
7
3

　
　

救
急
車
は
本
当
に
必
要
な
人
の
た
め
に

救急

▲ 「Q助」ダウン
   ロードページ

消
防
車
や
救
急
車
は
、一
刻
を
争
う
現

場
へ
向
か
っ
て
い
ま
す
。
尊
い
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
は
、現
場
へ
の
早
期
到
着

が
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

走
行
中
に
緊
急
自
動
車
の
サ
イ
レ
ン
や

赤
色
灯
に
気
付
い
た
際
は
、周
囲
の
状
況

を
確
認
の
う
え
、緊
急
走
行
が
で
き
る
よ

う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

·
交
差
点
を
避
け
て
、
道
路
左
側
に
寄
っ

て
一
時
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

·
高
速
道
路
で
は
、追
い
越
し
車
線
を
空
け

て
、走
行
車
線
を
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

·
緊
急
車
両
の
接
近
に
気
付
か
な
い
場
合

は
、マ
イ
ク
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
サ
イ

レ
ン
音
を
変
え
て
、緊
急
車
両
の
接
近

を
お
知
ら
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
（市）
消
防
署
救
急
救
助
課

☎
８
９
‐
０
１
７
３

緊
急
自
動
車
の
走
行
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

消防・
救急大

掃
除
で
出
た
ご
み
は
分
別
し
て
、次
の

場
所
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接

搬
入
の
場
合
は
、指
定
ご
み
袋
以
外
の
透
明

ま
た
は
半
透
明
の
袋
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

▼
搬
入
場
所

·
清
掃
セ
ン
タ
ー

·
吉
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
可
燃
ご

み
・
剪
定
枝
・
畳
・
ソ
フ
ァ
・
ス
プ
リ

ン
グ
入
り
の
マ
ッ
ト
レ
ス
は
持
込
で

き
ま
せ
ん
）

▼
搬
入
受
付
時
間

月
〜
金
曜（
祝
日
も
通
常
通
り
受
付
）

午
前
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

土
、日
曜
は
閉
所
と
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い（
第
3
日
曜
の
午
前

8
時
30
分
〜
11
時
30
分
は
開
所
）。

問
（市）
環
境
課（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

☎
8
3ｰ

2
6
0
8

ごみ・
環境

大
掃
除
で
出
た
ご
み
は
直
接
搬
入
を

三木市役所・〒673－0492 上の丸町10-30・☎82－2000　吉川支所・〒673－1192 吉川町大沢412・☎72－0180　【開庁時間】平日午前8時30分～午後5時

分
は
開
所
）。

環
境
課（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

環
境
課（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）



みっきぃナビみっきぃナビ

相
　
　
談

健
　
　
康

子
育
て

募
集・採
用

教
室・講
座

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催
　
　
し

教
室・講
座

施
　
　
設
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狩猟免許試験を実施

　県では、シカやイノシシなどの狩猟鳥獣の捕獲
に必要な狩猟免許の試験を実施しています。
▶申込期間
　第1～5回目　5月11日㈪～22日㈮
　第6～9回目　7月21日㈫～31日㈮
　第10回目　　10月5日㈪～16日㈮
　各試験日や試験会場などの詳細は
県ホームページをご覧ください。
問（県）環境部 自然鳥獣共生課 
　☎078－362－9084
●狩猟免許初心者講習会を実施します
　　狩猟免許試験を受験する方を対象に、（一社）
兵庫県猟友会が狩猟免許初心者講習会を実施し
ます。日時や場所などの詳細は猟友会ホーム
　ページで確認してください。
問（一社）兵庫県猟友会

　　☎078－361－8127

5月12日は民生委員・児童委員の日5月は赤十字運動月間

　日本赤十字社が国内外で行っている災害救護活
動や献血事業などの人道的活動は、会員・寄付者
の方々の温かい善意によって支えられています。
赤十字活動を理解いただき、活動資金に協力をお
願いします。
問（市）福祉課 総務・監査係

▲狩猟免許試験

　家庭や施設、勤務先などで障がい者への虐待ま
たは虐待と思われる事実を発見した場合は、一人
で悩まず相談してください。相談者や相談内容の
秘密は守られます。
▶虐待の種類
身体的虐待　
　暴力や体罰によって身体に傷や
　あざ、痛みを与える行為
ネグレクト（放棄・放置）
食事や入浴など身辺の世話や介助をしない、必要
な福祉サービスや医療、教育を受けさせない行為
心理的虐待
　脅し、侮辱などの言葉や態度、無視、嫌がらせな
　どで精神的に苦痛を与える行為
性的虐待
　性的な行為やそれを強要する行為
経済的虐待
　本人の同意なしに財産や年金、賃金を使ったり、
本人の希望する金銭の使用を理由なく制限する行為

問  (市)障がい福祉課 障害者基幹相談支援センター

障がい者虐待？と思ったら
相談してください

「民生委員・児童委員」は、地域住民の立場に立っ
た相談・支援活動を積極的に行いながら、関係機
関・団体などと連携・協議し、地域福祉の向上に努
めています。
　4月1日現在、市では民生委員・児童委員142名、
主任児童委員11名が活動しています。福祉に関
することや心配ごとなどは、地区の民生委員・児
童委員に相談してください。
問（市）福祉課 総務・監査係

▲ホームページ

相談事例
・ 電話サービス会社から電話があり「まもなくメ
タル回線の電話が使えなくなる。光回線契約
が必要」と言われ、あわてて光回線を契約した
が工事代を請求され、不要な動画サービスも契
約してしまった。

・ 店舗で携帯電話の機種交換を行った際に、勧め
られた光回線の乗り換えを契約した。今まで
の光回線で問題なかったので、元の光回線に戻
したい。

・ 突然訪問があり「この地区の光回線の増設工事
を行った。手続きが必要」と言われ、書類にサ
インした。すると知らない会社と光回線の契
約を結んでいることが分かった。

アドバイス
・ 電話サービス会社では、2035年までに従来の
「メタル回線（銅線）」を廃止して、光回線やモバ
イル通信（スマートフォンなど）へ移行します
が、それに伴う工事費は「無料」です。これに便
乗した別会社の契約勧誘に注意しましょう。

・ 店舗や突然の訪問で、理解できない書類へのサ
インを求められることがあります。その場です
ぐ決めずに、必要性をよく検討してから契約す
るようにしましょう。

・電話サービスや光回線の契約は、複雑で分かり
にくい場合があります。8日間はクーリング・
オフ制度が使える場合がありますので、困った
時には消費生活センターへ相談してください。

ԊೳĕނரüЈêĜŌŭŚůĕओ݃بಳüЈêĜäùĀℭ消費生活相談ĉ
ۀૈ  月・火・木・金曜（第2木曜と祝日を除く）　午前9時～正午、午後0時45分～4時
ݨ߈ 市役所  2階消費生活センター （窓口で相談する場合は事前に電話で問い合わせ
　　　てください。電話でも相談できます）

消 費 生 活 相 談
■ 電話サービス契約の注意点　　　　　　　　　　  　　  問（市）生活安全課 　　 

▲身近な相談事例は
　こちらから

三木警察署だより　☎82－0110
　      

「ひょうご防犯ネット」が
アプリになってリニューアル！
○お知らせ（情報をプッシュ通知で配信）
○パトロール（重点エリアをパトロール）
○防犯ブザー機能
○防犯情報だけでなく、交通情報も配信
○ ココ通知（あらかじめ登録した人に現在地
を通知
ほかにも便利な機能がたくさん

アプリがインストールできない方は
メールで情報をお届け
○犯罪情報や防犯情報をお知らせ
○情報の種別や地域を選択できる

空メールを送信後、返信がない場合は、件名欄
に任意の文字(ひらがな1文字でも可）を入力
して、再度メールを送信してください。

ダウンロードはこちら▶

support@police.pref.hyogo.lg.jp
に空メールを送信　  申込はこちらから▶

北播磨総合医療センター「がん患者サロン」

日 6月3日㈬　午後2時～4時
場 2階患者教室
問 がん相談支援センター  ☎88－8800



日日時 場場所 対対象 内内容 講講師 期募集・受付期間 費費用 持持ち物 託託児 休休み
申申込（ 電話 窓窓口 郵郵便 FAXファックス E-mail インターネット）
定定員（先先着 抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ E-mail）

記号の意味

広報みき 2026.5 18

休日当番医
午前9時～正午、午後1時～5時（受付：午後4時30分まで）

休日歯科診療
午前9時～正午（受付：午前11時30分まで）
場休日歯科診療所（総合保健福祉センター内）
　☎86－0903

3日㈰
内 黒田東自由が丘

診療所
志染町東自由が丘
☎85‒6213

皮 さかい皮フ科
クリニック 

別所町小林
☎87‒8080

4日㈪
内・消内 さい内科・消化器内科

クリニック 
志染町青山
☎73‒8191

眼 たにがわ眼科 別所町小林
☎85‒6600

5日㈫
内・循内・
呼内

もり内科循環器科
クリニック

末広
☎86‒8500

泌 近藤泌尿器科
クリニック 

別所町小林
☎84‒2525

6日㈬
内・消・
肝内 池田クリニック 末広

☎86‒7207

整 夢愛骨・関節スポーツ
クリニック 

志染町西自由が丘
☎84‒3739

10日㈰
消内･内 多田クリニック 末広

☎86‒7877

内 ときわ病院 志染町広野
☎85‒2304

17日㈰
内・小 松本医院 渡瀬診療所 吉川町渡瀬☎73‒0015

耳 毛利耳鼻咽喉科 志染町東自由が丘
☎89‒8200

24日㈰
内・整・
外 三木山陽病院 志染町吉田

☎85‒3061

眼 やまだ眼科 志染町青山
☎87‒0401

31日㈰
内 みきやまクリニック 末広

☎82‒0203

整・リウ 山口整形外科 大村
☎82‒2266

たばこの煙に含まれる有害物質は、心筋梗塞や脳梗塞、ぜんそく、
COPD(慢性閉塞性肺疾患)などさまざまな病気の引き金になります。
また、身の回りにいる人の健康にも悪影響を及ぼします。

禁煙は何歳から始めても遅すぎることはありません。
まずは一度、禁煙にチャレンジしてみませんか。

5月31日は
世界禁煙デー

禁煙週間5月31日～6月6日

詳しくは市ホームページをご覧ください。 　　　　　　　　　　 問 (市）健康増進課 健康政策係
▲ホームページ

児童センター・福井1933-12／総合保健福祉センター・大塚1丁目6-40 ／吉川健康福祉センター・吉川町大沢412｜【平日午前8時30分～午後5時】19

健　診

対象者には20日前までに案内文を送付します。
場総合保健福祉センター　
問 (市）こども福祉課 母子保健係

その他　　　　　　  　
● RSウイルス母子免疫ワクチンの定期接種が始ま
りました

　 　RSウイルス感染症は乳幼児に多い感染症で、特に
生後6カ月以内に感染した場合には、細気管支炎や
肺炎など重症化することがあります。
　 　妊娠中のお母さんが母子免疫ワクチンを接種するこ
とで、母体内で抗体が作られ、生まれた乳児は出生時
から病原体に対する予防効果を得ることができます。

　 　対象者には順次予診票を送付します。詳しくは市
ホームページで確認してください。
   ▶対象者　 三木市に住民登録がある妊娠
　　28週から36週6日までの妊婦

問 (市）健康増進課 健診予防係
●高齢者よい歯のコンクール　参加者募集

日 6月7日㈰　午前9時30分～11時30分
場総合保健福祉センター
対 75歳以上で自分の歯が20本以上あり、
　過去に最優秀賞を受賞していない方
内 6月7日に審査を行い、結果は後日お知らせします。
期 5月29日㈮まで　申☎窓
申込が少数の場合は中止になることがあります。
問･申込 (市）健康増進課 健康政策係（市役所3階）

母　子
●母子健康手帳と妊婦健診等助成券の交付
　　妊婦のための支援給付金の申請と同時に妊婦面談
　も実施します。時間に余裕を持ってお越しください。
▶受付時間  午前9時～午後4時

                   【 予約優先】
持　 妊婦健診の領収書原本、振込先の通帳、
　 本人確認書類(マイナンバーカードなど）

場･問・(市)こども福祉課 母子保健係（児童センター内）

　　   ・(市)吉川支所 健康福祉課（吉川健康福祉センター内）

●みっきぃたまぴよサロン
 産前サポート【要申込】
日5月15日㈮　午前10時～正午
場 総合保健福祉センター
対妊婦と夫・パートナー
内授乳・抱っこ体験と歯科衛生士・助産師・保健師へ
の相談

期 5月12日㈫　午後5時まで　
申☎ 持母子健康手帳、飲料、バスタオル　

 産後サポート
日 5月18日㈪　午前10時～11時45分
場児童センター プレイルーム　
対妊産婦、乳児と家族
内相談、妊産婦同士の交流など　持母子健康手帳

問･申込 (市）こども福祉課 母子保健係相
相　談
●乳幼児発達専門相談（すこやか相談）【要申込】
ことばや精神発達、行動面についての心配ごとなど
日 5月27日㈬、6月24日㈬　午後1時～4時
場総合保健福祉センター　
申☎ 問･申込 (市）こども福祉課 母子保健係

▲申込フォーム

▲予約はこちら

相
　
　
談

健
　
　
康

子
育
て

募
集・採
用

教
室・講
座

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

催
　
　
し

教
室・講
座

施
　
　
設

▲ホームページ

期令和11年11月21日㈬まで
問厚生労働省 補償金相談窓口　

☎03－3595－2262 (平日:月～金曜）
詳しくは厚労省ホームページをご覧ください。

健康だからこそ
受けよう！がん検診
 町ぐるみ健診の申込はこちら ▶

健康のページ
こども福祉課母子保健係 ☎89－2340
健康増進課健康政策係 ☎82－2000(代）　
健康増進課健診予防係 ☎86－0900
吉川支所 健康福祉課 ☎72－2210

健診名 健診日 対象者生年月 次回予定日

乳児集団 5月28日㈭ 令和8年1月 6月25日㈭

1歳6か月児 5月14日㈭ 令和6年10月 6月18日㈭

3歳児 5月7日㈭ 令和5年4月 6月11日㈭

救急安心センターひょうご　　　☎＃7119または           24時間年中無休（救急医療相談・医療機関案内）
    　　　　　                            ☎078－331－7119
兵庫県子ども医療電話相談　　　☎＃8000 または　　　 月～土曜：午後6時～翌日午前8時
                                             ☎078－304－8899　  日曜・祝日・年末年始：午前8時～翌日午前8時

HIV抗体・肝炎・梅毒　　　 　　☎0795ー42ー9436　 日 5月7日㈭、21日㈭ 　午後1時15分～2時             
検査、相談　　　　　　　　　　　　　　　                                          　   オンライン予約はこちらから▶

専門栄養相談　　　　　　　☎0795ー42ー9365　 日 5月8日㈮ 　            午後1時30分～3時                       
こころのケア相談　     　 　☎0795ー42ー9367　 日 5月28日㈭ 　          午後1時～      

県では、専門の医師・助産師などによる、不妊や習慣性流産、不育症などに関する相談を行って
います。相談日程や予約方法など、詳しくは県ホームページをご覧ください。

電話相談

各種相談（要予約）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　場（県）加東健康福祉事務所（加東市社字西柿1075ｰ2）

不妊・不育専門相談／男性不妊専門相談

ホームページ▶

北播磨小児救急輪番病院
受診前に必ず事前連絡をしてください。
詳細は「北播磨県民いきいき情報」をご覧ください▶

・ 救急時のみ利用し、受診前に必ず医療機関に電話をし
てください（混雑時、時間内の診察が困難な場合はお断
りすることがあります）。受診が必要か迷ったときは
「＃7119」で相談してください。
・ 来院時はマスク着用とマイナ保険証を持参してください。
・当番医および診療科目は変更になる場合があり　　　　
ます。　 市ホームページ「休日当番医」▶

【内】内科【外】外科【整】整形外科【消内】消化器内科【眼】眼科
【皮】皮膚科【循内】循環器内科【呼内】呼吸器内科【泌】泌尿器科
【肝内】肝臓内科【小】小児科【耳】耳鼻咽喉科【リウ】リウマチ科

5月　休日当番医／休日歯科診療　               　　

休
やす
みの日

ひ
に急
きゅう
な病
びょうき
気・けが・歯

は
が痛
いた
いときに開

あ
いている病

びょういん
院です。行

い
く前
まえ
に電
でんわ
話をしてください。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　やさしい日
にほんご
本語は、こちらを見

み
てください▶

☎89－2340☎89－2340
☎82－2000(代）　☎82－2000(代）　
☎86－0900

健康のページ健康のページ
こども福祉課こども福祉課こども福祉課こども福祉課こども福祉課 ☎89－2340☎89－2340

☎82－2000(代）　☎82－2000(代）　
☎86－0900☎86－0900

▲申込フォーム
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日日時 場場所 対対象 内内容 講講師 期募集・受付期間 費費用 持持ち物 託託児 休休み
申申込（ 電話 窓窓口 郵郵便 FAXファックス E-mail インターネット）
定定員（先先着 抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ E-mail）

記号の意味

項　目 日　時 場　所 問い合わせ☎

一　
　
　
　
般　
　
　
　
相　
　
　
　
談

行政相談 ①5月8日㈮ 午前10時～正午
②5月20日㈬ 午後1時30分～3時30分

①吉川支所 相談室
②市役所 5階501会議室

秘書広報課

司法書士による相談　要予約 先 6名 5月14日㈭ 午後1時30分～(1人20分）
受付：5月1日㈮～13日㈬正午

市役所 2階入札室、
入札控室土地境界相談　要予約     6名

弁護士による相談 要予約 抽 8名 5月21日㈭ 午後1時30分～(1人20分）
受付：5月1日㈮、7日㈭、8日㈮ 初回優先 市役所 2階入札室

建築なんでも相談　要予約 先 2名 5月8日㈮、22日㈮ 午後1時30分～
(1人50分）受付：各相談日の１週間前まで 市役所 2階入札室

市民ふくし相談　
日常生活の困りごとなど

5月7日㈭ 午後1時30分～4時 ☎
②5月13日㈬、20日㈬、23日㈯
　午前10時～午後3時 ☎

① 吉川支所
②市民活動センター

①72-2940
②86-7575
社会福祉協議会
82-4043

司法書士による
成年後見専門相談 要予約 先 3名 5月14日㈭ 午後1時30分～4時30分 総合保健福祉センター 成年後見支援センター

83-0226

人権相談
同和問題・多様な性・SNSひぼう中傷など

①月～金曜 ☎
②5月1日㈮ ③5月14日㈭ ④5月21日㈭ 　
　午後1時～4時

①総合隣保館
②緑が丘町公民館
③吉川支所 相談室
④市役所 2階入札控室

人権推進課
82-8388

農地相談 5月8日㈮ 市役所  2階
農業委員会事務局 農業委員会事務局

税務相談　要予約 先 4名 5月13日㈬ 午後1時30分～3時30分 ☎
受付：5月11日㈪まで 市役所 3階税務課 税務課

若者就職相談
15～49歳の方の就職やキャリアの相談

5月19日㈫ 午後1時～4時
予約優先 サンライフ三木

さんだ若者サポート
ステーション
079-565-9300

Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
・
こ
こ
ろ

DV相談　面談は要予約 月～金曜 午前9時～午後5時 ☎ DV相談室　 DV相談室　
82-8300

子どもいじめ相談　面談は要予約 月～金曜 午前9時～午後5時 ☎ 教育センター  3階
子どもいじめ防止センター

子どもいじめ防止センター
82-8110

こころの相談 (電話相談）
うつや自殺予防のための相談

月・火・木・金曜 午前9時～午後5時
(時間外は他の相談窓口を紹介） ☎89-2471 健康増進課

青少年悩みの相談　面談は要予約 月～金曜 午前9時～午後4時 ☎
予約優先 教育センター  2階 教育センター

82-8686

虐
待

児童虐待相談 月～金曜 午前9時～午後5時 ☎ 教育センター  2階
こども福祉課

こども福祉課
83-2266

高齢者虐待相談 月～金曜 ☎
①地域包括支援センター
②西部サブセンター
③吉川サブセンター

高齢福祉課
①89-2337 ②83-0160
③72-2222

女
性
・
教
育

女性のための相談

①火曜 午前10時～正午
   木曜 午後1時～4時　　             　　電話相談

②火曜 午後1時～4時　　 予約相談
   木曜 午前10時～正午    (面接・電話）　　　　　　　　　　　

教育センター  3階
男女共同参画センター

①89-2354
男女共同参画センター
89-2331

女性のための
弁護士相談 要予約 先 4名

5月27日㈬ 午後1時50分～4時30分
受付：5月22日㈮まで【要事前面談】

あんしん教育相談　要予約 月～金曜 午前9時～午後4時 教育センター  2階 教育センター
83-2020

障
が
い
者

障がい者総合相談・虐待相談 月～金曜 ☎ 市役所 3階障がい福祉課

障がい福祉課
89-2449福祉相談　要予約 ①月～金曜 午前9時～午後4時

②5月13日㈬、29日㈮ 午後2時～4時
①はばたきの丘
②吉川支所

身体障がい者相談 5月9日㈯ 、20日㈬　午後1時～3時 ハートフルプラザみき
2階 身体障害者福祉協会

先

先先着　抽定員を超えると抽選　☎電話相談も実施

　             　　
午後1時～4時　　 
午前10時～正午    

他の相談は各課の窓口で受け付けています。まずは電話で問い合わせてください。
　　　　　　　　　　　  相談の詳細はホームページで確認または問い合わせてください▶
ひとりで悩まずご相談ください相 談 窓 口

日 5月9日㈯　午前9時～正午
場 消防本部
内 基礎的な心肺蘇生やAEDを使った講習など
申 ☎ 窓   定 先 30名(3名以上で実施）
問・申込 (市)消防署 救急救助課　
           ☎ 89－0173

普通救命講習

家族介護者交流会

日 5月21日㈭　午後1時～3時
場 教育センター　4階中研修室
対 高齢者のお世話をしている方、していた方
内  介護セミナー「笑ってほぐれるこころとか
らだ～笑いの力でストレスケア～」

期 5月19日㈫まで 申 ☎ 窓
問•申込 (市)高齢福祉課 介護予防係

日　程 会　場
①5月21日㈭ 総合保健福祉センター
②6月11日㈭ 緑が丘町公民館
③5月27日㈬、6月17日㈬ 西部サブセンター
④5月28日㈭、6月25日㈭ 吉川サブセンター
内 タッチパネルを使用した20分程度の対話形式
の記憶力チェック、健康相談、認知症相談など

期 各開催日の2日前まで　申 ☎  定 先各5名
問・申込
①②中央地域包括支援センター ☎89－2337

　③西部サブセンター　☎83－0160
　④吉川サブセンター　☎72－2222

頭の健康チェック

▲ホームページ

日 6月～11月(原則水曜　全10回）
場 （県）社総合庁舎（加東市社）　ほか
対 学んだ知識や技術で地域に貢献したい方
内 栄養の基礎知識や暮らしの中の衛生など
費 4,000円程度（テキスト代、実習材料費など）
申 ☎ 定 先 20名程度
問•申込・（県）加東健康福祉事務所 健康管理課
　　　　☎0795－42－5111
　　　・（市）健康増進課 健康政策係

食と健康ボランティア養成講座
いずみ会（食生活改善推進員）共催

認知症の基礎知識や接し方、対応法を習得
し、認知症への理解を深めます。
日 　  5月19日㈫ 午前10時～11時30分
対市内在住で60歳以上の方
期 5月14日㈭まで　申 ☎ 窓    定 先 30名
場•問•申込 高齢者福祉センター  ☎86－0800

高齢者生きがいセミナー
認知症とは～認知症サポーター養成講座～

第1回園芸の学習講座 

日 5月19日㈫　午前10時～11時30分
場 教育センター　4階中研修室
内 春の花の育成について
期 5月15日㈮まで　持 筆記用具
申 ☎ 定 先 30名
問・申込 (市)都市政策課 公園緑地係

人と人とのつながりと癒しの輪を広げる、
聴き上手ボランティアを養成します。
日 5月13日㈬　午後1時～3時30分
 6月10日㈬　午後1時30分～3時30分

場 市民活動センター
対 講座終了後、傾聴ボランティア活動を志す方
費 1,000円（全2回）　申☎ 定 先 20名
問・申込 ボランタリー活動プラザみき
　　  ☎83－0090

聴き上手ボランティア養成講座(全2回）

健康アプリ
ポイント
貯まります

▲申込はこちら　

教室・講座/相談

申込はこちら▶　

日 5月22日㈮　午後2時～3時
場 総合保健福祉センター　期 5月21日㈭まで
申  ☎ FAX 氏名、電話番号を明記
　し、申し込んでください。  
問・申込 成年後見支援センター
　　　 ☎83－0226　 86－0860　
          chiiki@miki.or.jp

映像で学ぶ！ 
はじめての「成年後見制度」

▲申込はこちら　
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日日時 場場所 対対象 内内容 講講師 期募集・受付期間 費費用 持持ち物 託託児 休休み
申申込（ 電話 窓窓口 郵郵便 FAXファックス E-mail インターネット）
定定員（先先着 抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ E-mail）

記号の意味

男女共同参画センターこらぼーよ
問 ☎89－2331　　

●みきウィメンズすてっぷあっぷ塾
オープン講座「行政の仕組みと役割を学ぶ」

日 5月23日㈯ 午後2時～4時
場 教育センター ４階中研修室
講 松尾やよいさん（夢こらぼ主宰）
 中村和子さん(オフィスEEE)

期 5月21日㈭まで　
託 先 5名〔1歳～未就学児 期 5月14日㈭まで〕
申 ☎   定 先 30名
●男女共同参画週間記念講演会
　「 一歩踏み出した先に見えた景色～経験

が教えてくれた、挑戦の力～」
日 7月5日㈰　午後1時～2時45分
場 教育センター ４階大研修室
講 白井文さん（元尼崎市長）　
期 7月2日㈭まで
託 先 10名〔3カ月～未就学児 期 6月25日㈭まで〕
申  ☎   定 先 100名

▲申込はこちら

日本語ボランティア養成講座（全2回）

日 ①6月6日㈯　午後2時～3時30分
 ②8月28日㈮　午後7時～8時30分

場 ①教育センター　②自由が丘公民館
対  講座受講後、日本語ボランティアとして活動
できる方（新規の方は全て受講してください）。

内  ①外国語としての日本語 
  ②対話活動を学びにつなぐ

講  村上由記さん 期5月29日㈮まで 定先各50名　　
申  ☎ 窓 FAX 住所、氏名、電話番号、メールア
ドレスを明記し、申し込んでください。

問•申込 国際交流協会　☎ 89－2318
　　��� kokusai@city.miki.hyogo.jp

委　員　名 問い合わせなど

空家等対策協議会
委員 定 2名

期5月15日㈮まで
(市)生活安全課

障害者差別解消支援
地域協議会委員 定 5名

期5月18日㈪まで
(市)障がい福祉課

サンライフ三木運営
委員会委員　定 4名

期 5月11日㈪～22日㈮
(市)商工振興課

みきっ子未来応援協
議会委員　定 6名

期5月29日㈮まで
(市)こども福祉課

公民館運営審議会
委員　定 6名 期5月29日㈮まで

(市)生涯学習課社会教育委員
定 5名

職員・委員募集
　詳しくは市ホームページで確認または問い合わせ
てください。
【会計年度任用職員】

職　　種 問い合わせなど

清掃センター作業補助員
(収集など）　定3名程度

期 5月29日㈮まで  
試験日▶6月15日㈪　
(市)総務課 人事係

アフタースクール
支援員・補助員　定若干名

試験日▶随時　
(市)教育・保育課 
アフタースクール係

▶展示期間　7月1日㈬～8月31日㈪
▶展示場所　市役所　3階スマイルスペース
内絵画・書など掲示パネルに展示できる作品
期5月15日㈮まで
申 窓 F郵詳しくは市ホームページで
　確認または問い合わせてください。
問・申込（市）障がい福祉課 障がい者支援係

ホームページ▶

障がいのある方が制作した
芸術作品募集

▲申込はこちら

ホームページ▶
三木市スポーツ協会から
各種スポーツ大会　出場者募集
問 (市)文化・スポーツ課 スポーツ係

●市民卓球大会　
日 6月7日㈰　午前9時～
場三木山総合公園 総合体育館
対市内在住・在勤・在学または協会が認めた方
期 5月7日㈭まで
費　 団体戦：一般 3,000円、中学生以下 1,500円
   　 個人戦：一般 1,000円、中学生以下 500円
申　　窓
問卓球協会 山本さん ☎090－8938－4568
申込 アーネスト卓球場(宿原908-1 2階） 

●第38回山茶花杯バスケットボール選手権大会
日6月21日㈰、28日㈰　午前8時30分～
場三木山総合公園 総合体育館　ほか
対・市内在住・在勤・在学の方で構成するチーム

・協会が認めたチーム
期5月25日㈪まで　費10,000円/チーム
申窓 F市役所5階文化・スポーツ課、吉川町公民館、
協会ホームページにある申込用紙に必要事項

　を明記し、吉川町公民館に申し込んでください。　　 
定先男子16チーム、女子8チーム
問バスケットボール協会  岡本さん

 ☎090－3267－2437
▲協会ホームページ

各種ゴルフ大会　出場者募集
申 市ホームページにある申込フォームから
　申し込んでください。
問(市)ゴルフのまち推進課

●第7回兵庫県民ゴルフ決勝大会
　三木市地区予選会
日6月23日㈫
場関西クラシックゴルフ倶楽部
対県内在住・在勤のアマチュアゴルファー
期 5月1日㈮正午～5月22日㈮
費プレー費：11,990円（セルフ、 昼食付）
定 抽 120名
●第38回三木市ゴルフ大会
日7月14日㈫　
場マスターズゴルフ倶楽部
対18歳以上の方（高校生除く）
期 5月14日㈭正午～28日㈭
費参加費：ゴルフ協会会員 1,000円
　　　　　         会員以外 2,000円
プレー費：17,400円（限定昼食・キャディ付）

定 抽 100名

▲ホームページ　

▲ホームページ　

対市内在住・在勤・在学の方
内人権尊重の生き方や人権の大切さについ
　て考えたもので未発表の作品
作文：2,000字以内、標語：1人１点まで

期5月15日㈮まで
申窓 F郵 FFAX F 任意の様式で申し込んでください。
問・申込　  (市)人権推進課 総合隣保館
　　　 ☎82－8388　 82－8658
　　 　 jinken@city.miki.lg.jp
　　    〒673－0501 志染町吉田823

「差別をなくする輪をひろげよう」
市民運動 作文・標語作品募集

日 　  8月29日㈯  午後4時45分～6時45分　
　荒天中止(順延なし）
▶発表時間 12分以内(準備・片付け含む）

場三木総合防災公園
期　    　5月29日㈮まで　費5,000円
申窓郵 FAXF市役所2階市民協働課、各市立公民
　館、市民活動センター、市ホームページに
　ある応募用紙に必要事項を明記し、申し込
　んでください。
定10団体(市内優先）
問・申込(市)市民協働課
      (みっきぃ夏まつり実行委員会）
         82ー9792

ホームページ▶

みっきぃ夏まつり2026
ステージイベント　出演者募集

日 5月28日㈭　午前10時～正午
対18歳以上の方　
講村田美華さん 期 5月21日㈭まで　
費 3,500円　申 窓 定 先 15名
場・問・申込 中央公民館　☎82－2007

プリザーブドフラワー教室
フラワーケーキアレンジメント



子育て/ 募集

対 　・ 申請者または申請者の生計を主として維
持する方が市内在住で、経済的に支援が
必要と認められる方（所得制限あり）

    ・ 高校（特別支援含む）、大学、専修・各種学
校、大学校の必要課程を継続して修める
見込みのある方

期5月18日㈪～6月22日㈪必着
▶給付額
　公立高校：6,000円/月
　私立高校：12,000円/月
　大学、専修・各種学校、大学校：9,000円/月
申　 窓  F郵F高校生は在学校を通じて、その他は市
役所5階教育総務課に提出してください（募
集要領は教育総務課または吉川支所、各市
立公民館、市ホームページにあります）。

定200名程度
問・申込(市)教育総務課 総務係

教育委員会　奨学生募集

▲ホームページ　

子育てキャラバン 開催時間▶10：00～11：30
児童センターと吉川児童館のスタッフと一緒に、楽しい親子時間を作りましょう。
専門家による相談もできます（保  保健師 作  作業療法士 歯  歯科衛生士）。
児童センターと吉川児童館のスタッフと一緒に、楽しい親子時間を作りましょう。

遊びに来てね！

ク　ラ　ス 日　程 場　所　・　内　容

みんなであそぼう

5月8日㈮ 青山公民館　リズムあそび 保

5月13日㈬ 自由が丘公民館　運動あそび

5月14日㈭ 吉川児童館　誕生会・リズムあそび

5月20日㈬ 児童センター　誕生会・ダイナミックアート 作

みきっこ くまさん (2歳以上） 5月21日㈭ 緑が丘町公民館　おもちゃを作ろう 保

なかよしひろば （2歳以上） 5月28日㈭ 吉川児童館　運動あそび

1歳あつまれ 5月27日㈬ 細川町公民館　身体を使って遊ぼう 保

あかちゃんあつまれ1
対 5カ月までの乳児と保護者 6月2日㈫ おもちゃ作り 保 【要申込】

期5月20日㈬まで 申
定 抽 各10組程度
場児童センター

あかちゃんあつまれ2
対 6～8カ月の乳児と保護者 6月16日㈫ 雨のあそび 保

あかちゃんあつまれ3
対 9～12カ月の乳児と保護者 6月23日㈫ 歯のおはなし 歯 申込はこちら▶

こどもサポートセンター  ☎82－9910
子育てに関するさまざまな相談に対応します。

日月～金曜　午前9時から午後5時まで

みんなであそぼう

日 6月9日㈫　午前10時～正午
場 教育センター　4階大研修室
対 小学校入学に際し、子どもの発達面や行動
 面で不安がある保護者

内 先輩保護者を交えての保護者間の
 情報交換、スタッフの助言

期 5月29日㈮まで　申 ☎
問・申込 (市)こども福祉課 母子保健係
          ☎89－2340
　　 　　　

入学前のつどい

▲申込はこちら

三木市役所・〒673－0492 上の丸町10-30・☎82－2000　吉川支所・〒673－1192 吉川町大沢412・☎72－0180　【開庁時間】平日午前8時30分～午後5時 2425 広報みき 2026.5
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日日時 場場所 対対象 内内容 講講師 期募集・受付期間 費費用 持持ち物 託託児 休休み
申申込（ 電話 窓窓口 郵郵便 FAXファックス E-mail インターネット）
定定員（先先着 抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ E-mail）

記号の意味

問・児童センター ☎82－2069　・吉川児童館 ☎72－2220 

子育てセミナー　兵庫教育大学連携講座
「小児科医から学ぶ 子育てのヒントこどもの癇

かんしゃく
癪

私の癇癪」～いかりのメカニズムや対処を考える～
日 6月13日㈯　午前10時30分～正午
場 教育センター　3階セミナー室
講 髙野美由紀さん（兵庫教育大学大学院教授）
期 5月24日㈰まで　託 先 10名　定 先 20名

親子の絆づくりプログラム
「幼児とともに！」（BP3プログラム）

日 6月11日～7月9日(木曜 全5回）
　 　午前9時45分～11時45分

場 教育センター　3階セミナー室
対 １歳から就学前のこどもの母親
内 親子の絆づくり、子育ての仲間づくりなど
期 5月29日㈮まで　託 1歳以上 先 5名
費 1,100円(テキスト代）　定 先 10名

ファミリーDay
「親子でワクワク！あそびのひろば～KOBEこど
ものあそび研究所　小倉和人さんと遊ぼう～」

日 6月27日㈯　午前10時～11時30分
場 児童センター　遊戯室　講 小倉和人さん
対 こどもとその家族　期  5月24日㈰まで
持  動きやすい服装・飲料　定 抽30組

母親リフレッシュ教室　
「育児の合間に！ママのためのエクササイズ」

日 7月14日㈫　午前10時～11時30分
場 教育センター　4階大研修室　
対 子育て中の母親
講 山崎晃治さん（やまざき整体院長）
期 5月24日㈰まで
持 バスタオル・汗拭きタオル・動きやすい服装・飲料
託 1歳以上　定 抽 16名

児童センター
休 第4日曜 申 問 ☎82ー2069　 ▼開館時間  午前9時～正午、午後1時～5時

あつまれkids
「レッツ トランポ・ロビックス」～ミニトランポ
リンを音楽に合わせて、楽しく跳びましょう！～

日 6月20日㈯　午前10時～11時30分
場 吉川町公民館　研修室
対 市内在住の小学生
講 岡田えつこさん（FIT:s)　期 6月1日㈪まで　
持  動きやすい服装・飲料・上靴　定 抽 16名

母親リフレッシュ教室　
「クラフトバンド教室」～花の四つ編みカゴ作り～

日 6月30日㈫　午前10時～11時30分
場 吉川児童館　対 子育て中の母親
講 森本宏美さん　期 6月1日㈪まで
持 飲料　費 250円　託 1歳以上 定 抽 16名

吉川児童館
休 日・月・祝日
【臨時休館】5月22日㈮午後、23日㈯

申 問 ☎72ー2220

▼開館時間  午前9時～正午、午後1時～4時30分

ホームページ▶

日 5月23日㈯　 午前9時30分～10時30分
場 市役所北玄関　期 5月22日㈮まで　
申 ☎ 窓 定 先 20名
●チャイルドシートの寄付を受け付けています
●ボランティアを募集しています
　詳細は市ホームページで確認または問い合わ
せてください。
問・申込 (市)生活安全課 生活安全係

チャイルドシートの貸し出し

姉妹都市訪問団員募集

　オーストラリア・フェデレーション市を訪
問し、ホームステイなどを通して現地の方々
との交流を深めます。
日8月4日㈫～13日㈭〔予定〕
対市内在住・在学・在勤で高校生以上の方
期5月8日㈮まで　
費299,000円（概算）〔渡航準備費用が別途必要〕
申　 窓郵市役所4階国際交流協会、協会ホーム
ページ、各市立公民館にある応募用紙に必
要事項を明記し、申し込んでください。

定 高校生・大学生：10名程度
一般：若干名

　詳しくは市ホームページで確認
してください。
問・申込     　国際交流協会　☎89－2318

▲ホームページ



図書館 開館時間　午前10時～午後6時 三木市立図書館

●中央図書館　☎83ー1313　FAX 83ー1314　休 5月28日㈭
●吉川図書館　☎72ー1108　FAX 72ー1109　休 5月25㈪～28日㈭
●青山図書館　☎87ー8000　FAX 87ー7100　休 5月31日㈰

手話でみんなのおはなし会
日 5月10日㈰　午前11時～11時30分
内  手話つきの絵本の読み聞かせ
場・問 中央図書館

貸出冊数・期間の変更中央図書館のみ

期間 5月18日㈪～31日㈰
貸出冊数 10冊 20冊
貸出期間 2週間 3週間
視聴覚資料 2週間/1点 3週間/2点

問 中央図書館

臨時休館のお知らせ蔵書点検による

吉川図書館 ※ 5月25日㈪～28日㈭
中央図書館 6月1日㈪～9日㈫
自由が丘公民館
図書コーナー 6月3日㈬

青山図書館 6月15日㈪～17日㈬図書・雑誌のリサイクル
日 5月24日㈰　午前10時～（なくなり次第終了）
内  図書：約750冊、雑誌：約350冊 
  図書館で役目を終えた図書・雑誌をリサイ
クルコーナーを設置し無償配布します（1
人10冊まで）

持 マイバック
場・問 中央図書館

その他のイベント情報などは、各施設のホームページをご覧ください。

道の駅よかわ
休 月曜（祝日の場合は翌平日）

●山田錦の館● 問 ☎76ー2401
刃物研ぎ　

日 第1、3日曜　午前9時～11時30分
寿司の日（彩雲詰め合わせセットの販売）

日 5月3日㈰　午前9時30分～
費 540円/セット　定 先□ 20セット

パンの日（パン日和セットの販売）
日 5月12日㈫　午前9時30分～
費 1,080円/セット　定 先□ 10セット

お正月に間に合う
山田錦白みそ手作り体験【要申込】

日 5月16日㈯、17日㈰　午前10時～正午
講 彩雲みそ加工グループ
費 2,500円（白みそ1kg、容器付き）
持 エプロン、マスク、三角巾　定 先□ 15名
●吉川温泉よかたん● 問 ☎72－2601
日本酒風呂
　男性 日 5月3日㈰、17日㈰
　　　  31日㈰
　 女性 日 5月10日㈰、24日㈰　  5月10日㈰、24日㈰　 

今月の

13日㈬、21日㈭
29日㈮

デー
三木山総合公園
休 木曜

●総合公園● 問 ☎83－4442
きららマルシェ（小雨決行）

日 5月5日㈫、6日㈬
 午前10時～午後4時30分（予定）

●総合体育館● 申 ☎ 問・申込 ☎83－4445
ミット打ち キックボクシングイベント【要申込】

日 5月16日㈯、6月6日㈯　午後7時～8時
対 30歳以上　定 先□ 12名
講 久保里香さん　費 1,000円
持 飲料、タオル、軍手

みっきぃ親子体操クラブ＜1期＞【要申込】
日 5月11日㈪、18日㈪、25日㈪
 6月1日㈪、8日㈪、15日㈪
 午後2時50分～3時30分

対  おおむね1～4歳のひとり歩きができる
こどもと保護者のペア　定 先□ 15組

講 マックスポーツ 費 4,600円／全6回
持  飲料、室内シューズ（必要な方のみ）、
 運動ができる服装

●屋内プール● 問 ☎83－4442
屋内プール無料開放

日 5月5日㈫　午前10時～午後8時
内  抽選会やふわふわドームで遊ぶ

刃物研ぎ
日  土曜
 午前8時～11時

パンの日（観光センター）
日 水曜　定 先□ 10名
内  菓子パン3個購入の方にミニパン1個プ
レゼント

買い物スタンプ2倍デー（金物展示即売館除く）
日 木曜

刃物研ぎ

道の駅みき
問 ☎86ー9500

イベント　
　情報は
　こちら▶

　メッセみきの
イベント情報は
　　　　こちら▶

堀光美術館
休  月曜(祝日の場合は翌平日） 
問・申込 ☎82ー9945

企画展｢三木市美術協会　写真・彫塑工芸部会
展　－光と影－｣

日 5月10日㈰まで
内  市美術協会に所属する
  写真部会と彫塑工芸部
  会の作品展。写真、陶
 芸、皮革工芸、染織作品と多彩な作品。

芸術講座講師によるワークショップ【要申込】
鉛筆画ではがきサイズの作品を作ろう！

日 5月30日㈯　午後1時～3時
講 野口雅史さん
費 500円(材料費込み)
持 HBと2Bの鉛筆、消しゴム、カッターナイフ
申 ☎ 定 先□ 10名

第29回　三木山フォルクローレ音楽祭
日 5月17日㈰　午前10時～午後5時
場 森の文化館　1階音楽ホール
内  フォルクローレ（南米の民族音楽）愛好
家による恒例の音楽祭

第30回　三木山落語「薫
くんぷう
風寄

よ せ
席」

ファイナル公演【要予約】
日 6月6日㈯　午後1時30分～4時30分
場 森の文化館　1階音楽ホール
内 社会人落語家による恒例の落語会
費 500円　定 先□ 200名

三木山森林公園
休 水曜 申 ☎ 窓
問・申込  ☎83－6100

●エクウスの森（馬事センター）●
休 月、火曜（祝日の場合は翌平日）
馬とのふれあいウィーク

日 5月3日㈰～5日㈫
内  引馬、馬車試乗会、にんじんタイム（えさ
やり体験）、バックヤードツアー、馬のク
イズラリーなど

ニューキャラクター名称発表会
日 5月5日㈫　午後1時10分～
内  表彰式、名づけ親の方に
 名称の理由や込めた想い
 を語ってもらいます。

三木ホースランドパーク
問 ☎83-8110

ニューキャラクター名称発表会
 5月5日㈫　午後1時10分～

楽茶会
日 5月3日㈰　午前10時～午後3時
内 椅子に座って抹茶を楽しむ、気軽なお茶席
費 700円

旧小河家別邸
休 月～水曜
問・申込 (市)観光振興課

和紙と遊ぼう、古文書保存処置体験
日  土曜　午後1時～3時
内  和紙を使った小物作りや旧玉置家に伝
わる古文書の保存処置作業の見学・体験

玉置サロン
日 5月13日㈬　午後1時～3時
内  三木の歴史・文化について有識者を囲ん
だ自由なディスカッション

旧玉置家住宅
休 火曜　問 (市)観光振興課 

▲高岡秀行　作品
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※ 上記期間中は併設の「よかとこルーム」「学
習室」も利用できません。

日日時 場場所 対対象 内内容 講講師 期募集・受付期間 費費用 持持ち物 託託児 休休み
申申込（ 電話 窓窓口 郵郵便 FAXファックス E-mail インターネット）
定定員（先先着 抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ E-mail）

記号の意味

施設だより
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　蓮花寺本堂の法道仙人立像、奥の院の十一
面観音坐像、庫裏の襖絵を特別に公開します。
専門家（講師）による解説があります。
日 5月16日㈯　午前10時～正午
▶解説　本堂　　午前10時～
 　　　　奥の院　午前10時40分～
 　　　　庫裏　　午前11時20分～

場 蓮花寺（口吉川町蓮花寺）
講  ・神戸佳文さん（関西大学）
 ・橋本寛子さん（神戸女学院大学）

問 (市)市史編さん室　☎83－1120

『新三木市史』文化遺産編発刊記念講演会
関連イベント「蓮花寺の寺宝見学会」

古式鍛錬

　ふいごを使って火を起こし古来の方法で金
物を打ち鍛える「古式鍛錬」を実演します。
日 6月7日㈰　午前9時～正午
場 金物資料館横の古式鍛錬場
内 鑿

のみ
の古式鍛錬を披露

問 三木工業協同組合　☎82－3154

みっきぃ☆健康ミニフェスタ

市と「町ぐるみ健診推進パートナー
シップ協定」の協定企業・団体による
健康コラボイベントを開催します。
日 5月17日㈰　午前10時～午後3時
場 コープこうべコープ志染　2階スペース
内・町ぐるみ健診の案内と申込みサポート
 ・乳酸菌・ビフィズス菌について知ろう
 ・ベジチェック、骨の健康度チェック
 ・ 薬剤師によるお薬相談と自律神経チェック
 ・ 保健師、管理栄養士、理学療法士、歯科衛
生士による健康相談会
 ・みっきぃ☆健康アプリ使用サポート
 ・マイナンバーカードの申請サポート
　 開催内容は変更になる場合があります。
問 (市)健康増進課 健康政策係

健康アプリ
ポイント
貯まります

三木市観光協会からのお知らせ

営業時間　午前9時～午後5時
定休日　　 火曜（祝日の場合は翌平日）

〒673-0403　
末広1丁目1-35
☎83－8400　　82－6636

三木市観光協会

日 5月10日㈰　午前9時～
場 御坂神社（志染町御坂）
内   本殿での神事の後、神社北側の岩守社前の
田んぼで五穀豊穣を願う

御田祭

●三坂神社（加佐）　　　　日 5月2日㈯、3日㈰
　3日午後2時から馬駆け神事
●美坂社（別所町東這田） 日 5月3日㈰、4日㈪
　3日（宵宮）に石野の屋台が宮入
●御酒神社（別所町石野） 日 5月3日㈰、4日㈪
●御坂神社（志染町御坂）　日 5月4日㈪、5日㈫
5日は布団太鼓担ぎ上げ、猿田彦の天地
　祓い、浦安の舞い、獅子舞い・剣舞

春まつり情報春まつり情報春まつり情報
屋台奉納のある

エフエムみっきぃからのお知らせ エフエムみっきぃ

〒673-0493　上の丸町10-30
☎86－0761　　86－1761
　761@fm-miki.jp

大型連休はエフエムみっきぃで
ラジオざんまい

5月6日㈬

三津田城　有馬記念
そして現代に続く有馬物語
「有馬父子道」

みき演劇セミナー第26発
わがまちシリーズ第19弾

口吉川町の歴史より
いのちを繋いだ人々の祈り
「龍の杜」

みき演劇セミナー第25発
わがまちシリーズ第18弾

5月4日㈪

別所の誇りを守り抜いた武将
吉親と妻の物語
「比翼の鳥」

みき演劇セミナー第22発
わがまちシリーズ第15弾

5月5日㈫

みき演劇セミナー　ラジオドラマ
3日連続！

「全国削ろう会」と「鍛冶でっせ！」が同時開催
日 6月13日㈯、14日㈰　午前9時～午後4時
場 三木総合防災公園　ブルボンビーンズドーム

【運行経路】 神戸電鉄　緑が丘駅 ⇔ 会場
【運行時間】 午前9時～午後4時
【運行間隔】 約15分

無料巡回バス

【運行経路】 神戸電鉄　緑が丘駅 ⇔ 会場
【運行時間】 午前9時～午後4時
【運行間隔】 約15分

無料巡回バス

三木金物博覧会
第15回　鍛冶でっせ！

第42回
全国削ろう会　三木大会
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三木市の花「さつき」展覧会

季節を代表する「さつき」の愛好家が数十年
の長きにわたり丹精込めて育てた盆栽や競技
花の展覧会を開催します。
日 5月30日㈯、31日㈰　午前10時～午後5時
 （31日㈰は午後4時まで）

場 道の駅よかわ　研修室

問 (市)文化・スポーツ課 文化芸術係

さつきと盆栽の栽培方法の相談会を随時
開催します。

古式鍛錬

問

 5月4日㈪、5日㈫

666日㈬

5月4日㈪～6日㈬は、特別編成でお送りします。
お家でのんびりラジオを聴いて過ごしませんか。

みき演劇セミナー　ラジオドラマみき演劇セミナー　ラジオドラマ
午後5時から

内  鉋の薄削り競技・体験、伝統工具の実
演・体験、「金物鷲」公開組立て、丸太
切り競争、子ども棟上げ体験、積み
木・木の玉プール、起震車体験など

問  全国削ろう会三木大会
 実行委員会事務局
☎82－5257

▲詳細はこちら

内  ものづくり体験、三木金物の展示販
売、グルメ屋台、各種PRブース、お
楽しみ抽選会など

問  三木金物博覧会　鍛冶でっせ！
 実行委員会事務局

　 （三木金物商工協同組合
 連合会内） ☎83－5305

　 （三木金物商工協同組合
☎83－5305☎83－5305

▲詳細はこちら

日日時 場場所 対対象 内内容 講講師 期募集・受付期間 費費用 持持ち物 託託児 休休み
申申込（ 電話 窓窓口 郵郵便 FAXファックス E-mail インターネット）
定定員（先先着 抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ E-mail）

記号の意味

催し
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三木市多世代交
流
施
設「
ヒ
ト
ト
キミキ」

チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ

フリースペースドッグラン プレイパーク

総合受付

シェア
ラウンジ

芝生広場

テナント

テナント

機械室
バックヤード

シ
ョ
ッ
プ

貸オフィス

　ヒトトキミキは、こどもから高齢者まで、だれ
もが気軽に立ち寄り、思い思いの時間を過ごせる
コミュニティ拠点です。
　この施設では、くつろぎや交流、学びや活動の
場を提供し、地域の住宅地の新たな魅力を引き出
すことで、世代を超えたつながりを育み、安心し
て住み続けられるまちづくりをめざします。

ひとときを過ごすみんなの場
リビング

所

HITOTOKIMIKIトトトト
キキキキキキミミ

▶電話番号
▶開館時間
▶休 館 日
▶駐 車 場

▶施設名称 三木市多世代交流施設
HITOTOKIMIKI ヒトトキミキ
70－9320
午前9時～午後8時
第4水曜
約80台（無料）

問 別所公春まつり
 実行委員会事務局
〔(市)市民協働課内〕5月5日㈫ ホームページ▶午前10時～
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解説付きガイドツアー
日 5月16日㈯　午後1時30分
場 神戸電鉄恵比須駅に集合
講 ガイドボランティアみき
申 ☎ 定 先□ 20名

いつでも楽しめる「謎解きゲーム」を
この日だけは特別に解説を聞きながら
まち歩きを楽しむ限定ツアーを開催します。

要申込

三木合戦にまつわる企画展や
講演会、トークショーなどを
開催予定。イベントの詳細は
市ホームページをご覧
ください。

ほかにも...

ホームページ▶

5月1日㈮

オープン

上の丸公園会場
・歌碑祭
・こども縁日
・こども・大人甲冑着付会
・うえのまるシェ

上の丸公園周辺会場
・武者行列
  上の丸公園(和太鼓演奏)→雲龍寺→旧
玉置家住宅・中央公民館→上の丸公園
・クイズスタンプラリー
・写真・彫塑工芸部会展（堀光美術館）
・ 別所長治公ならびに一族郎党の法
要（雲龍寺）
・ みき歴史資料館展示解説（みき歴史
資料館）

中央公民館会場
・水石展　・茶会

・奉納武道大会
　▶三木山総合公園　総合体育館
　　空手〔5月4日㈪〕、剣道
　▶消防本部東側弓道場
　　弓道
　▶志染町公民館
　　柔道〔5月17日㈰〕

その他の会場
・将棋大会
　教育センター〔5月4日㈪〕

市役所周辺会場
・チャリティにしき鯉

その他のイベント

健康アプリ
ポイント
貯まります

～慈眼寺山城コース～
「三木のまち歩き」特別編

日 5月24日㈰　受付：午後1時
場 慈眼寺駐車場（久留美1722）に集合
  慈眼寺本堂→銅鐘→鼠小僧次郎吉
の墓→慈眼寺山城跡
 →慈眼寺

講 宮田逸民さん

コ
ー
ス

約2.5km

問・申込 (市)観光振興課

おぎなう
子育て支援機能や
チャレンジショッ
プ、コワーキング
スペースなど

つなぐ
行政や民間企業な
どが実施するサー
ビスの紹介など

はぐくむ
フリースペースや
芝生広場において
イベントや体験会
の開催など

詳細はホームページを確認してください。

ผॴެ ·ͭΓय़

期 12月25日㈮まで
▶配布場所
 　 観光協会、市役所2階 観光振興課、
みき歴史資料館、その他観光施設

クイズラリークイズラリークイズラリー
三木合戦ゆかりの地を巡る

クイズラリー台紙（チラシ）を入
手して参加。このクイズラリー
でしか手に入らない限定カード
を9枚集めて、1枚の絵を完成さ
せよう。

ホームページ▶

詳細はホームページを確認してください。

三木合戦にまつわる企画展や
講演会、トークショーなどを
開催予定。
市ホームページをご覧市ホームページをご覧

ほかにも...

シ
ョ
ッ
プ

攻
略
の
証

・ 九枚の限定カードを揃えし時、
一枚の絵、ここに出来す

チラシの裏を見よ！

攻
略
の
証

攻
略
の
証

■曜日、時間によって入場できない施設があります。詳細はQRコードをご覧ください。午前中からのスタートをお勧めします。 ■小学生以下の方は大人の方と一緒に参
加していただくようお願いします。 ■お車でお越しの場合は近くの駐車場へ駐車のうえ、徒歩にてお楽しみください。 ■歩行者等に充分気をつけて参加してください。 
■イベント実施中の事故やけが、器物破損等で発生した損害については、当方は一切関知せず、また如何なる責任も負わないものとします。参加者個人の責任となり
ますので、ご理解のうえ、参加してください。 ■クイズラリーの答えやヒントをSNS、ブログ、ホームページ等で公開しないでください（イベントの感想等は大歓迎です）。

開催期間

2026.5/1 -12/25金 金

※曜日、時間によって入場できない施設が
　あります。詳細はQRコードをご覧ください。

三木合戦
ゆかりの地を巡る

クイズラリー
開催期間

2026.

三

ク

▲詳しくはこちら

あなたが集めた記憶が、一枚の物語になる。

全攻略には
、

細部に至る
まで

気を配る
必要がある

ぞ。

～過去と今を紡ぐ～

～過去と今を紡ぐ～～過去と今を紡ぐ～
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注意事項

・ ～ の三木合戦ゆかりの地を巡り、
 クイズに挑戦す（巡り方は自由）

・ クロスワードに答えを書き記す 1「巡」攻略

2「集」攻略

1「
巡
」

2「
集
」

3「
伝
」

・　 の答えを　 の観光施設へ申し伝え
 限定カードを一枚取得す

11

・　 の答えを　 の観光施設へ申し伝え
 限定カードを一枚取得す（以下もまた然り）

22

1 9

足で知るも
のだ。

現地に来て
、

確かめてみ
よ。

全攻略には
、

細部に至る
まで

気を配る
必要がある

ぞ。

８

～過去と今を紡ぐ～

▲別所長治

▲豊臣秀長

豊臣秀吉▶

A B C D E F G H

・ A~Hに現れたキーワードを
 　三木市観光協会へ申し伝え、
 恩賞を賜る 3「伝」攻略

フェスフェス

ESESESES

約2.5km約2.5km

▲ホームページ

▲ホームページ

三木城下町を巡るリアル謎解きゲーム
長治公とともに

シェアラウンジの利用には
予約が必要です。
利用料がかかります。

詳細はこちら▶

上の丸公園会場上の丸公園会場

・こども・大人甲冑着付会

キッチンカーも
あります！

問 (市)縁結び課 地方創生係

オープンオープン
午後1時

この日だけは特別に解説を聞きながらこの日だけは特別に解説を聞きながら

クリアして
期間限定「御城印」を

ゲット！
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問・（市）観光振興課  
    ・ （市）文化・スポーツ課　　みき歴史資料館　☎82－5060

戦国期における播磨屈指の大規模城郭
三木城跡

　歩いてたどる、三木の歴史

　5月5日㈫は別所公春まつり！詳しくは、31ページで確認してください。

ガイドボランティアみきガイドボランティアみきガイドボランティアみき
飯田里江子さん

　三木城跡の魅力は建物が残っていないからこそ、語ら
れる史実に思いを巡らせることができるところにありま
す。また、城の範囲や戦いの舞台となった地形を実際に
歩くことで、歴史をより身近に感じることができます。
　伝天守台からは三木のまちが一望でき、「この景色が
好きで何回も訪れている」と言われる方もいらっしゃい
ます。さらに、三木城跡の一角からは、かつて平井山に
構えられていた秀吉本陣跡を望むことができます。「秀
吉側からはどのように見えていたのだろうか」と参加者
同士で想像をふくらま
せながら語り合う時間
も、この場所ならではの
楽しみのひとつです。
ゆっくり歩きながら、目
に見えない歴史の痕跡
を感じていただき、三木
の魅力に触れてもらえ
たら嬉しいです。

▲  「本丸井戸」
 石を投げ込むと「カンカン」と音がするこ
　とから、「かんかん井戸」とも呼ばれている

▲   ガイドボランティアみきによる
　案内の様子

    ・ （市）文化・スポーツ課　　みき歴史資料館　☎82－5060    ・ （市）文化・スポーツ課　　みき歴史資料館　☎82－5060

▲伝天守台から見た三木のまち

　15世紀末頃、三木別所氏の初代当主則
のりはる
治が築城したと考えられる三木城。美囊川左岸の台地

端部に位置し、北西側には美囊川が流れ、城の背後となる南側には深い谷が入り組んだ地形と
なっており、敵の攻撃を防ぐのに有利な場所に構えていたとされています。本市には、現在も
別所氏の居城三木城を取り囲むように、織田方が築いた複数の付城や土塁が数多く遺存してい
ます。これらは、戦国期の合戦の過程や全容を具体的に把握する上で重要な史跡であることか
ら、「三木城跡及び付城跡・土塁」として、平成25年に国の史跡に指定されました。　
　今回は、三木合戦の舞台となった三木城跡をはじめ、市内の歴史観光地を案内されている「ガ
イドボランティアみき」の飯田さんに三木城跡の魅力について話を聞きました。
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